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運動習慣がセルフエスティーム・社会的スキルに及ぼす影響
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1は じめに

現在、学校教育の現場ではいじめの問題などの生徒

のこころの健康力澗 題視されている。最近では、携帯

電話のメールやインターネットを利用した、「ネット上

のいじめ」が急速に広がっているoこ とや、2010年10

月に桐生市立新里東小学校で起きた、いじめ自殺事件

卸など
、深刻な事件が発生している。その背景にあるの

が生徒たちの人間関係の希薄化が上げられる。 このた

め、これを改善するための取り組みとして、学校現場

ではライフスキル教育が注目されている。ライフスキ

ルとはWHovに よると、「日常的に起こるさまざまな

問題や要求に対して建設的で効果的に対処するために

必要な能力」と定義されている。

ライフスキル教育にはセルフエス、ティームや社会的

スキルなどがある。セルフエスティームは健全なる自

尊心などと訳され、自分が価値ある人間と感 じること、

自分自身に肯定的に感情を持つことを意味する。皆川

心は
、「セルフエスティームの形成を促す学習活動は、

健康教育すべてに欠かせないものである」と述べ、セ

一一1一
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ルフエスティームの形成がライフスキル教育の根底で

あるとしている。社会的スキルは「対人場面において、

個人が相手の反応を解読し、それに応じて対人目標と

対人反応を決定 し、感情を統制したうえで対人反応を

実行するまでの循環的過穐 と定義される5)、円滑な

人問関係を形成 ・維持するための能力とされているも

の田である。

学校生活において運動部活動は、自主的に自分の好

きな運動に参加することにより、体育の綬業に加えて、

ヌ、ポーツに生涯親しむ能力や態度を育てる効果を有し

ており、あわせて、体力の向上や健康の増進を一層図

るものである。その上、学級や学年を離れて生徒が活

動を組繊し展開することにより、生徒の自主性、協調

性、責任感、連帯感などを育成し、仲間や教師と密接

に触れ合う場としても大きな意義を有するものであり、

学校生活において運動部活動のもつ存在意義力塙 いこ

とが報告 可されているが、ライフスキル教育の向上に

関与しているかどうかについての研究はあまりされて

いない。特に、全国大会に出場しているような一流運

動部員を対象とした研究は見られていない。

我々はこれまでにこの学会に大学生を対象にライフ

スキル教育について、いじめ 瞬やス トレスの視点 巳の

から検討をおこない、その重要牲を報告してき為 し

かしながら運動習慣とライフスキル教育の関連は未検

討のままである。

本研究は一流運動部での運鋤習慣がセルフエスティ

ームおよび社会的スキルにおよぼす影響にっいて検討

することを目的とした。

皿研究 方法

1.調 査対象

調査の対象は、A大学の男子学生275名 であり、その

うち259名 が有効回答者であった。有効回答率は

9く.1%で ある。

2,調 査期閤及び調査方法

調渣の期闇は、平成22年10月 ～11月 にA大 学に

おいて実施 し島 調査は無記名 自己記入法により、

授業時間を利用 して行い、その場で記入させ、回収

した。

3.調 査内容

調査内容は以下に示す3項 目とした。

(1〕 運動習慣およびこれまで出場 した夫会名

運動習慣の有無として、大学運動部に所属 している

かどうかを調査 した。さらに、所属 している者につい

ては、所属する部活動名、一週間あた りの練習回数お

よび一 日の練習時間について調査 した。また、これま

で出場 した大会についても調査した。

(2}セ ルフエスティーム

セルフエステイームの測定には、Rosenbergの 全般の

尺度 日本語版10項 目1L〕を用いて調査 した.セ ルフエステ

ィームは自尊b、 自尊感情、自己評価と邦訳されているが、

具俳的な質問項1ヨとしては 生活の満足感L自 己の長所～の

気づき、人問関係のなかでの役書臆識 行動面での失敗への

不安などである。

(3)社 会的スキル

庄司1"の社会的スキル尺度22項 目 俵1参 照)を 用い

て、社会 的スキルの程度を調査 した。購 牒 躰 溶

}よ1遊 びに誘うi、 堰図っているとき手助けをする」、1友

達とのコミュニケーションをとる」、

どであ6c)

4.分 析 方法

(1)運 動習慣

駒束を守ら恭 、」な

調査対象者の うち運動部に所属 し、活動 をしている

者を 「運動群」、また、大学の運動部に所属 していな

い者を 「非運動群」とした。

(2)セ ルフエスティーム

セルフエスティーム尺度10項 目について、それぞれ

4段 階で回答させ、4点 のLikerr型 尺度 として行った。

セルフエスティームが最 も高い場合は40点 、最も低い

場合は10点 とし、セルフエスティーム得点とし島 得

点力塙 いことは自尊bが 高いことを表す。

(3〕 社会的スキル

社会 的スキル尺度22項 目について、肯定項目(表1

のO印)の14項 目には 「いつもしている4点i、 「と

きどきしている3劇 、 「あまりしてい象い2点 」、

「全くしていない1点 」の4段 階で回答させ、逆転項

目(表1の ×印)の8項 目は 「いつもしている1点 」、

「ときどきしている2点 」、「あまりしていない3点 」、

f全くしていない4点 」の4段 階で回答させ、22項 目

の得点を合計 したものを社会的ス、キル得点 とした。社

会的スキルが最も高い場合は88点 、最も低い場合は22

点であり、得点溺高いことは友人関係が良好であるこ

とを表す。

一2一
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表1.社 会的スキルにおいて 「いつもしている」「ときどきしている」または 「あまりしていない」 「全 くして

いない」と答えた者の割合

1

運動別

社会的スキル

運動群o同38) 非運動群(悼126)

一 一

全体(N=259}

N(%) N(%) 順位 N(%)一 一
友だちに 「ありがとう」などと言って、感謝の気持を

伝える
o

一

129(97① 曹 114(89.8) 1

一

243(9諭

一
友だち力咽 うているとき、手助けをする o

一

126(94.7) 116(91.3) 2

一

盟2(9乱1)

友だちが一緒に帰ろうと誘ってきた時、「うん、いい

よ」と答える
o 123(92,5)

一

ll6(92.1) 3 239(92」 諦

友だちが州緒に帰ろうと誘ってきた時、断る x

一一

125(94① 113(8a① 4 238(91.5)一

友だちから何かを頼まれたとき、それに応 じる o 119(90⑳

一

113(8aの 5 232(89.9)

友だちといっしょにいる o

一

皿8(88.7) 111(87瀞 6 229(88.1)

友だちとの約束を守らない x

一 一

111(84』)

一一 一一

109(85.8) 7 220(84、9)一一

友だちと話をしている時、冗談などを言って、話が

はずむようにする

一

〇

一

1脆(87」9〕廓 101(79.5)

一

8

一

217(83,8)

一
友だちに自分の物を貸す o

一

117(呂8切 曹 97(76.4》 91 214(82,の一 一

友だちが困っていても、ついそのままで見過ごして

しまう
x 103(78①

一

101(79紛

一1

10
1
204(78、8)

友だちが失敗したとき、励ましたりなぐさめたりする o 101{76.5)
一

101(79.5) 111 202(7&①一

友だちが何かをうまくした時、「じょうずだね」など

とほある
o 100(7臥 鋤

一

99(78.O) 12 199(76萄

ほかの友だちがいるところで、仲のよい友だちと

内緒話をする
x

一

101(75.9)

一

93(73、8) 13

一 一

194(74の

一 一一 一

友だちが一人でさみ しそうな時は、声を由射 る o 105(7a5). 畠8(69.5) 14

一

193(7輔}
一

友だちを遊びに誘う d
一 一

106(臓7)禽 86(6■7) 15 192(73矧
一

友だちに会つた時、自分から声を力滑 る

一

〇

一 一

loo(7ag}禽
L

85㈹.㊥ 16

一一

185(72.①

友だちから何かを頼まれたとき、断』る x 100{75幻 87(68.5) 17 18〒(7L9}

友だちに食ぺ物や飲み物をおごる o

一一 一

87(65.4}曹 68(53五}脅 18 155(59萄

友だちが本を読んでいる時、面白いことがあれば、

つい騒いで友だちの邪魔をしてしまう
x 74(5昼⑤

一 一 一

76(5a8) 19

一

150(菖7!亦

友だちとの約束を守る o 128(96.2)
一 一 一

117(92ユ)

一一 一

20

一 一一

378(56紛

友だちが失敗すると、っい笑うてしまう x 75(56.の 65(51.6) 21 140(54.D

友だちを 「ばか」などとけなす x 49(36.釦

一

64(50』 曹
122
1

113(43』)
一 一 一 一 一 一一一一 一一 一 一一 一

x2検 定di≒lt;P<O.(〕5

各項目において、頻度的に好ま しい 「いつもしている」「ときどきしている」または 「あまbし ていない」「全 くして

いない」と答えた者の割合を経験ありの者と経験なしの者とで比べた

O=「 いつもしている」「ときどきしている」と答えた割合X=「 あま りしていない」 「全 くしていないJと 答えた割合

5.㈱

データ処理は統計パ ッケージSPSSferWin己 ㎞3

Ver.11を 使用 した。各質問項 目の回答の罫恰 の比較は

x2検定、2群問の平均値の差の比較にはt検 定、多群

間の平均値の差の比較には一元配置分散分析(多重比

甑 ㎡g㎜i)、 欄 にはピアソンの欄 を棚 し、危

一3一
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険率5%以下を有意差ありと判定した。

皿結 果

1.運 動習慣

有効回答者の259名 のうち運動群、非運動群の学生

は、それ,それ133di(51,3%)、126名(娼.脳)で あoた 。

運動群の学生の所属 している運動部名は野球、ラグ

ピ・一、フェンシング、陸上、卓球、スキー、ゴルフで

あった。運動群の学生はいずれ も一週間あた り6日 の

練習をおこなっていtqま た、1日 あた りの練習時間は

約3時 間SOfn、 約4時 間が53名 であった。これ,まで

の出場 した大会は全国大会 認 名、西 日本大会などの地

区大会95名 であったe

2.セ ルフエスティーム得点

セルフエスティーム得点の平均(標 準i偏差)は 、運動

群が25.99点(4.78)、 非運動群ns23.59点(4.52}で あ

切、運動群の方が有意に高かった(P<O.05>。

3.社 会的スキル

社会的スキル得点の平均(標 準偏差)は 、運動群が

67.35点(7.08)、 非運動群fis65.13点(7,16)で あ

b、 運動群の方が有意に高かった(P〈O.001)。

社会的スキルの うち肯定項 目〔表1のO印)の14項 目

では 「いつもしている」 「ときどき している」、 もし

くは逆転項目{衷1のX印)の8項 目では 「全 くしてい

ない」 「あまりしていない」 と回答 した割合を表1に

示した。全体では 「友達にありがとうなどと言って、

感謝の気持ちを伝える93.5%」 が最も高く、次いで 「友

達が困っているとき、手助けをする93.1殉 、 「友だ

ち溺一緒に帰ろうと誘って きた時、うん、いいよと答

える92.3%Jの 順であった。運動習liRSilでの比較でば運

動群の方が 「友達にあり坦 とうなどと言って、感謝の

気持ちを伝 える1、 「友だちと話 している時、冗談な

どを言oて 、話がはずむようにする」など7項 目にお

いて有意に高く、非運動群の方が有意に高かったのは

「友だちをばかなどとけなす」の1項 目だけだった。

4.セ ルフエスティームと社会的スキルの関連

セルフエスティーム得点別に社会的スキル得点 との

関連を比較するために、運動習翻rlに セルフエスティ

ーム得点の平均値 からIS .D.低 いグループ を低群、

IS,D,高 いグループを高群、その中間を中群 として3群

に分けた。運動群では21点 以下が低群、22～30点 が中

群.31点 以上が高群、非運動群では18点 以下が低群、

19'v28点 が中群、29点 以上が高群 となった。

セルフエスティーム得点の程度別3群 か らみた社会

的スキル得点を表2に 示 し拙 セルフエスティーム得

点の程度により社会的スキル得点は有意な差溺み ら

れ、いずれもセルフエス・ティーム得点高群の社会的ス

キル得点が高く、運動群では低群 ・中群く離 非運

動群では低群く高群、全体では低群 ・中群く高群の順

であった,

セルフエステ ィーム得点と社会的スキル得点の相関

ではrO.486の 有意な相関P〈O.05)が み られた。

表2,セ ル フエステ ィーム得点3群 か らみた社会的スキル得点

胃的スキル得点

S.E得 点

一一一
運動群 非運動群 錐

平均(s.n} 例数 平均侶」〕) 例数 平均侮D.) 例数

低 群
一一一一一一

64.74(臥03) 19 …6上53(1α謝 15

一一

63溜2(肌88) 34

中 群 66.87(728) 90 65.15(6.2幼 98 65.96(6.7の

一一一

188

1高 群 7L21({L35) 24 6a15{7.8の 13 7α49(巳 ㈲ 37

一元配置分散分析
一一

P<α05 P<0,05

一一 一一一一一

P<α001

多重比較 低群,中群く高群 低群く高群 低群,中群く高群一一一一一一
SE得 点=セ ルフエステイーム得点

IV考 察

本研究の対象者となっている運動群の学生はすべて

高等学校 ・大学時代に全国大会や地区大会に出場し上

位入賞の経験があり、現在も大学で1日 、3時間以上.

週6日 以上の練習を行っている一流運動部員であり、

運動熟練者である。また、非運動群の学生はT地 区の4

県内の出身者がほとんどであり、大学では運動部に所

属していない一般的な大学生である。このため、運動

一`一
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群 と非運動群の違いは明確である。

セルフエスティーム得点の平均(標 準偏差)は 、運

動群ns25.99点(4.78)、 非運動群が23.59点(≒ 』52)

であり、運動群の方が有意 に高かった。 この結果は近

森 ら13〕、梅村ら10ら の報告と一致しtc。これまでに運

動の継続は神経や筋肉の緊張をほぐし、安静時の心拍

数を減少 させ.ス トレスホルモンの分泌を減 らすこと

や緊張状態であっても動揺 しない対処能力が増大 され

ることが報告15〕されている。これらの報告は運動がス

トレス耐性を高めていることを裏付けているといえ、

このことが本研究の運動群における自尊感情や 自己受

容を表すセルフエスティームに効果を発揮 した ものと

考えられる。

社会的スキル得点の平均(標 準偏差}は,運 動群が

67.35点(7.08)、 非運動群が65、13点(7.16)で あ

り、運動群の方が有意に高かっ起 これは、青木 勘の

報告と一致 した。Danishetal.17〕"19〕により青少年の発

達に対するスポーツの影響 に関する一連 の研究か ら、

スポーツポライフスキルや社会的スキルを育成 させ る

ことや、佐々木により働運動実施群溺非運動実施群 よ

りも、体劃受業へ の適応度が高いほど社会的スキル も

高いことが報告 されてお り一流の運動部活動が ライフ

スキルや社会的スキルを育成することに影響をお よぼ

し、効果を上げていること溺推察できる。

社会的スキルの内容における運動習慣別の比較では

「友達にあ りがとうなどと言って、感謝の気持 ちを伝

える」な ど7項 目において運動群のほ うが非運動群よ

り有意に高かった。 こうなった理由にっいては、学校

での運動部括動は集団でおこなわれることがほとんど

であり、部活動内の人間関係からの対人スキル獲得に

加え、先輩接輩の立場を繰 り返 し網験 したりす ること

で社会的スキルが自然に形成されることから、運動部

活動が共感的理解や援助、感謝行動向上につながって

いるもの と考えられ る。上野 ら21}も運動部活動によっ

て轍 状況スキルが獲得され、その結果社会的スキル

の獲得につながることを報告 してお り、運動部活動は

ライフスキル獲得に有益な役割を果たす と考えられる。

現在、我が国の青少年の運動量の減少傾向は続いて

いる 田。本研究で示 されたように運動部活動が社会的

スキル向上に効果が期待 されることか ら、できるだけ

早い段階か ら運動習慣の継続性について働きかけを行

うぺきである。近森 らS3)hS述べているようにオ■`一一・Xト

ラリアでは既に10年 前から 『Fit'TbLead』vaという

10歳 から15歳 までを対象としたス、ポーツプログラム

の開発が行われている。プログラムの概要はスキル(特

にリーダー一シップスキル、意思決定スキル、グループ

づくりのスキル)を 育み、自分たち都つくった活動的

なプログラムを用いて、さらに地域とのっながりを考

慮 しながら、よい友人関係を形成し、お互いがよいロ

ールモデルとなるように計画されている、またプログ

ラムを通 して、運動を積極的に実施するようになり、

地域にあるスポーツクラブを利用し、運動、健康およ

び幸福感とのっながりを理解できるようになり、身体

イメージの向上を目指すこと溺できるとしている。こ

のようなプログラムの一刻でも早い日本での導入溺望

まれるところである。

近年、学校現場ではいじめの問題などが報告anされ、

社会問題にな・っている。いじめの原因として、対人関

係の不得手、表面的な友人関係など溺あげられている

凶が、この対人関係を示す指標淵士会的スキルである

といえる。社会的スキルとは円滑な人間関係を形成 ・

維持するための能力 面とされており、対人関係の不得

手な者はこれらが苦手であると考えられる。っまり、

社会的スキル瀞低いと孤立してしまい、いじめの対象

となりやすいといえる。このため、対人関係の不得手

や表面的な人間関係をなくすためにも運動部活動を実

施することで対人スキルを獲得 し、祉会的スキルを向

上させていくことがいじめ対策には有効であると考え

ることができる。

セルフエスティーム得点別に比較するために、運動

習慣別にセルフエZテ ィーム得点を低群k中 群、高群

の3群 に分け社会的スキル得点との関連をみ拙 いず

れもセルフエスティーム得点高群の社会的スキル得点

が高く、セルフエスティームの高い者は社会的スキル

も高いという結果であっ拙 また、セルフエス・ティー

ム得点と社会的スキル得点の間には 】FO.486の有意な

相関がみられた。このことから、セルフエスティーム

と社会的スキルは関連瀞あるといえ、セルフエスティ

ームが高い者は、社会的スキルも高くなると考えられ

る。この理由として、セルフエスティームの高い者は

自分に自信を持ち、ありのままの自分を表現できるた

め周 りの者からの信頼を獲得し、円滑な人間関係を形

成 ・維持することができるからと考えられる。逆にセ

ルフエスティーム瀞低い者は、自らのおかれた環境に
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満足できず、他人を羨ましがり、恨み、人間関係の和

を乱し、社会的スキルを低下させてしまうからと考え

られる。社会的スキルの低いものは、いじめの対象に

なる可能性があり、いじめに繋がらせないためにもセ

ルフエスティームと社会的スキルが相乗効果をもたら

すように同時に二つとも高めることを目指Lた 仕掛け

を日常生活や学校教育の申で取り入れていくことが大

切であると考えられる。

本調査は大学生の運動習慣からみたセルフエスティ

ームと社会的スキルを相関的に検討したものであり,

因果関係をみたものではないことから,今後,生 活環

境や社会環境などの項目を考慮いれた更なる調査が必

要であると思われる。

Vま とめ

本研究は、A大 学の学生275名 を調査の対象 として、

運動習慣がセルフエスティームおよび社 会的スキルに

及ぼす影響について検討することを目的とした。本研

究で得 られた主な結果は以下の通 りである。

ユ.調 査対象者の うち週6日 以上1日3時 間以上部

活動をしている 「運動群」は133名(51.3%)そ

れ以外の運動部に所属していない 「非運動群1は

126名(4&7%)で あった。

2、 セルフエスティーム得点の平均(標 準偏差)は 、

運動群hS25.99点(4.78)、 非運動群が23.59点

(4.52}で あ り、運動群の方が有意に高かった。

lPく),05)

3,社 会的スキル得点の平均 傾 準偏差}は 、運動群

が67.35点(7.06)、 非運動群が65,13点(7.16)で あ

り、運動群の方が有意に高かった(P・O.001}。

4.セ ルフエステ ィーム得点 と社会的スキル得点の

相関ではA.486の 有意な相関が見られた。

5.セ ルフエスティーム得点の程度 と社会的 ス・キル

得点との間には有意な関連があ り、セルエスティ

ーム得嶽 解高いほど社会 的スキル得点が高く、そ

の傾向は運動群では低群 ・中群く高群、非運動群

では低群く高群、全体では低群 ・中群く高群の順で

あった。
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DigestibiliityCorr¢Ct号dA皿inoAcidScore,Soyproteiniselat巳;SP亘,Visual-analoguescale;VAS.
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Introd閣cti血ll

P硅P重idesusedaEfbodTmaterialsa爬mainlypr叩 田cd

byenzymaticdigestienoffbodpro重 号i口5,utiliz号das

釦ndionalfbod5basedonasequence-specificfimction

ofth¢peptid¢ 即drapidabsorp重ionftOmlhosm且11

intestine.Awiderang¢ofphysiologie且1¢flrectsfbr

5P¢¢ificp叩tid¢shavebeentepart砥inc且udingblood

pressure・lowering¢f丑rcts,cholesterol・low已rin呂ability,

a血tithrombo電i己 εf蜘5,enhan¢ementofmin号Tal

ab50rption,immunomodulateryeffeCSsand且ppeli胎

s叩pr岳 曲 皿 ト3,.On伽 。血erhand,di-andtri・ 岬id{tS

aremorerapidlyabs{⊃rbe(1」[t」o■nIh¢smallintes重ine

cemparedwithfreea血inoacidsof5imiIa田 皿出oaoid

oompo5ilion4'6).Therapidabso叩tionismainlydu臼to

dif正ヒr母n¢弓5in仙 真号ab50rptio皿systemintheintes電i皿 旦1

mactfi・7}.B。 止dipeptid¢sandnip¢ptidesaneabsorbed

byt』 ¢peptidetransporIsyst¢mlooa1{rlin電hoblmsh

bOf{1erm号 皿bTaneof重h¢smallintestina[cetIs.HowcΨ ¢r,

whenfOOdprol¢ins肛 ¢degradedbyertzymes,1he

resullant.peptideso皿 如n.Ψariou5residuesLThatis,

high・mo1起o皿 』rw¢i菖htpeptidesaswellasdip已 凶"¢s

and重rip母ptid母5maybePTesentbasedonth¢d¢g爬 ¢of

dig囁tS咽ゴion,Thei「¢llヒ)r¢,11utri重ionI亀]11馳口n匡d血血{コtion自コ11「eseItr{}h

onp¢ptid号 呂basedone伍cientabse「ptio皿isneededto

d{組erminethededuceddipeptidean{1血ipeptide¢ont已n重s

inp叩tid信mi前 ロres」nthis爬gard,止 ¢nulritionalvalue

ofapeptidemixtureisa150』 ¢p¢nd已ntonit5balanceof

㎝ino旦 ¢idS■

Seyproleinisol且t号{SPI),whi¢hismanufaetuiedby

acidifyingdefattedseymilk,hasaP』 〕.C、A.A.呂{Pfotein

Dig号stibilityCerrectedAminoAcidSoere)閃ualtol.0,

電hehighes電pessibleser)r♂,.ThismeansthatSPIhasthe

samescoreasmeat,・mil㌧andeggproieins,hdi面 ㎎ 且

v¢甲highqu日1ityPlot¢inr

lnarecentstUdyinh臼althyadultmen,Ma由 鵬hi飢

aL号,reportedtha電di-and重ri-peptide-riohpeptid¢

mb【tures(11Sp島p吐ide}pre圃bydegndingl1S

globulizaoneof山emajer¢ompenentsofSPI,were

m。rer且pidlyandeM。ien宣lyabSDrbed量 ㎞d重herthe

proteinoraminoacidmixturesofidelrticalan血oa¢id

¢or叩osition.lnaddi重ion,Ma5ロda¢tal.ゆshowedlhat

th¢intakeofl1Sp¢p電ide{}f董iCotivelyall¢ Ψiat已d

exercis¢ ・induc¢dm皿scleUamag¢,compar¢dwith廿 】c

prot己in.The{旧r巳 甜1重semphasize重hephysioLo呂ioaI

a{且vantageofpeptidemixtupesbasedonrapidabserption

壷}om廿}島 呂malli鵬i誼 船.Fu曲 創mo爬,止 号5¢ 爬 呈ult5

5ug9¢5tt血at且oy-P已P電i{1¢intakeat‡enuates山 ¢

"¢鴨lopmentefexereise-ind皿Ud"elay。dens¢lmu3。lo

sereness(DOMS).

DOMSdeve[opswilhin24電048血ours制lowinga

bOUtofexercise廿Iati3exeessivei皿d【 皿atio皿or

intensity.DOMSfollewingtrainingorcompe重ition¢ 臼n

r¢du¢eth¢abilitytoperf(⊃r皿 】bo吐1dai且y1由sks且nd

a血leticactivities1曜).Som艦s血dj¢5h訊 Ψ¢shownthat

develop皿en重ofDOM3』 ㎝ 」sedbyecc唱nU{cex¢Tcises,

inwhich血uscleslenglhenasth¢yexertaforce(¢.呂.,

wh¢nsl。wly1。w曲 呂a .weight〕,r蝕 。rthan。 。n{renUic

号xercises止 就5ho!t¢nthemuscl¢(o.9.,whertlifiinga

wei8ht)ロ'14,.Althougl,1〕OMSis重houghttoresult丘Om

sub電1¢damagetomuselefibersori呂inating丘om

h≡圃e〔1{}{=ce童ruiccontractionsand$ubs{}{luent

in皿㎜ma重 皿yr{鵬 電ions,th¢ 凱actmechanism1'emailsto

b¢ 血11yelucidated'2・15}.

In血}P爬sentS血 ゆ,W¢usedaeemmer。ial

soy・p¢pti"ewit』amo1¢oularw"eightdisitributieneq1岨1

tollSp司ptide,arichs{}urceofdipeptide呈and

lripeptides,andevalllated.th¢effeetsofSOy■p『p重id己

in電欲oonthebalanceofarnino日oid5ilserumando皿

DOMsinducedbyeccen壮icex号 【d5¢.

MsteristSandM■thOds

Peptidle附edinthisstUabt

Th己'P句ptideus¢din世1¢presentstUdywa5轟

com鵬r血 』oy・P¢Plid¢ 即P且ied・ 面m珂ioi1Co.Lld・,

Osak4血pan、Th¢molet]1arwoi帥tdistrib皿 重ionofthe

P¢ptid{きwロ5analy■{rd凹singa皿odifieationofthe

m号th。ddescribedbyMaebuehiet且1、9)曲gS・perdex

P¢ptid¢7.51300GL{GEHealthcareBb・Scie血cesCo.,

pisca量away,NJ)andlOmM50diu皿phosp』at¢bu1旺 ヒr

(pH8,0)containing1%{w/w)50diurnded¢cyl釦1飽to飢

afiowrat{}O、=lmVminas1h¢11抑bil号pha5¢.Elu重ed
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珈
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釦

e

0 10 加 30

u回 血Tinte〔 面血)

40

誹 菖.1.Elutionprofileofthecommercial50y-peptideusedinthopresent5tudyandllSpeptid¢on5セ 艦一¢⊃【clusio皿

chrornatography.、 ㎞ow5indicate電hol}ositiensof止 ¢correspondingmo1¢ ¢皿arma55¢sillD亀oalibra忙da5

dcseribedinMateria1SandM¢ 血Ods.

pcptid¢5w¢r号d¢ 重eCtedb旦s号dontheir由50rb…mo¢at220

nm、Fi卸 皿¢ 】sho■rsthemolecularweightdistributionsof

soy響P已ptid¢us{∋dinthis5tudy釦ndl1Speptid¢,

dipePtidesandtrip已ptid¢5riohsoy・poptid{∋,ropo雌 ⇔d

previeuslyの.Th¢1㎞ 加岨nitrogenwa5d¢ 電団m㎡1圓by‡he

Kjeldahlmethodw…ing馳KjeltecAuto2・4・OOA皿 旦iy■¢r

(Fo5sToc且tor,Swedon>Drym且tterwa5d¢ 重㎝minodby

dryi皿910aoon5ta皿tw¢ightin自fbro¢dairσvenat105ec、

P即 ロrロ加nqfexpe加en'albeVerages

Tablelshowsthe¢ompositionofthebeverag¢5

us¢dinth¢presentstudy.Th¢ 戯p¢rim¢ntalb帥 骨ra睾¢5

w¢ 爬p祀paredbydissolvin呂 血 ¢m飢 ¢ria15i晦

oomm巳roi乱ldrinki暗water.Sweeteners,citriq ,a¢id

andfl題 Ψor脚roaddedloma5kth已ta5t¢ 、Aoaram¢I

pig皿 ¢11twasadd¢dinor{1¢rtos"ヨ ロ暫1dardiz母th号oololrof

thobeΨer旦 呂¢5.Th¢plaeebobe…veragecen電 旦in¢dtho

5直m¢ingredi帥ts旦sthepep電idebeΨ 。ra呂¢,b田th¢

soy・P¢ptidewas甜bstitutedwithasirnilararnOunlof

dextrin.Th唱fin旦Iprot暗incon¢on童rationinth¢poptid弓

boΨ ¢ra8¢wascalculatedba8edonthonltrogen¢OIlt自nt,

Theal咀oun重ofeao』beΨ ¢ra呂¢wa5Se重a重150m1

{equivalentto呂8intak¢of50y.poptidein吐:epoptid¢

b已Ψera8已)・

3吻 θ`'5

Thepr¢5已n重5加dywas呂pprovedbyth¢Hum臼 且Triai

E臨C。 ㎜ 鵬 。fSh。 唱旭W。m¢n'5UniΨ ¢醐,J騨

(No.08凸01).Allsubject呈gaΨ ¢theirinformedconsent

b嬉fbr¢par直oipatinj呂inlho5tudy.T量1己partioipan¢sINer¢

16h㎝ 血hyvvemenwhodidno量partidp飢einregular

exercise.T乱ble2showstheclinical¢haraeteri… 疽050f電ho

subjects.Fromlweekbefc}refirSt¢ 耳¢rciselo臼din呂 重otho

団皿岨y¢nd,tle5u切 ¢¢酋 昌voi`已d{皿ercise(wi止1血 ¢

excePtio皿ofth母t¢st¢xercise)anddidno重1謳 血¢ 副ny

SUpplen。rrtsth皿mi帥taffeCtth¢resultsof血 。

exp巳riment.Th¢in曲k¢ofany旦100holwa5prohibited

f士om重h¢daybefb=eexereise㎜ 重iltheafterobtainin8tho

2"dpo5t¢x¢r〔}iseday .blood5alnpl¢5、Theyalse1㎞ 巳dfbr

12hoursprior重othcs加dyandref匠ain{きd廿om¢atjng

軋mtil2hour5a食 ¢r¢鵬 祀i5e.

即 θ加 ε胸'D寵 趣
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TablelCernpositienofexperimentalbeveragesusedinthepresentstudy

In距当寧Ledie血t

Beverage(島 几)

Placebo Peptide

Soy-pePtide

Dextrin

8w已 噸寵onin呂 ㎎{診nt1¶

Sweet¢ningag¢nt2§

citli剛==aoid

FlaΨor†

pigm¢nぜ

6L7

20.O

o.3

6.7

0,7

02

6L7

20.o

o.3

6,7

0,7

0.2

■
FujiOilCo,Lld,,05ak馬Jap皿.Th号crudeproteinconte血twa58{55.

EErythritol
,Mll5ubi5hi・KagakuFoodsCo叩or甜o皿,Tokyo,Jap肌

gSanSweetSU -200{Co皿position=sucralese30%,i50malt70%),SEn・EiGen

F,F.L,lnc、,Osak且.

†Ogawa&Ce .L重d.,Tok=yo.

響Caralno15au¢o
,SombaCo.Ltd.,Tochigi,Jap㎝.

T圓 』lo2Go皿eraloharao重eristicsof廿1¢p且rtioipatin窮subjects.

Pararneters Mea1±SE

A菖o,ア ¢ar5

H¢i畠ht,㎝

BMI,kg/m2

W日C,xlO2fpL

RBC,x1e`tpL

Hernoglobin,9/d1

H¢mat㏄rj實,%

Platd¢1ceunt,試10『1}1L

222±0.3

160.O土1.O

19.S±O.7

572圭3.3

464.1土6.0

13.9±e.3

42.6±e.7

2S2圭1.0

日MI,bodym田5index;RBC,爬dbloodcells;WBC,whi1¢blood¢ell5

Th¢present呈tudy「wa5P唱rfb【m¢d凹singth¢pro重ecol

do5¢rib¢dbyShimomurae電al.踵6}withseme

modification.The倒perjm艦ntwa5conductedusinga

doub1母 ・blindcrossov¢fd¢sign,so重haleach且u駈)ject

waslested賦hpb。eb¢andp叩tid¢b¢v。r呂9¢5,

separatedbya1-m。 曲wesh。utp唱rio乱Aft¢rtakin呂

bloodsamples(b¢fb1唱eK¢1唱ise),th¢subjeじtsing¢1}tod

aj¢11ン・-tコドpofb〔Xi`2100ginwoighlcontainin呂5置igrat

100kcal〕{Otロ ㎞P」 創㎜ 部ou"㎝1Co.,Tekye,J呂 卿).

Thirtymin1」 匡t¢31atu「,¢旦ch$ubj㎝{量]r罎 幽田n】1【theindicaロ匡咽:d

testbeverag¢wi山in盈30胆oond5p¢ 【io乱Tho¢xeTci$唱

sessien。 。mm。n`edjustafterin呂 。sti。n。fth¢ 鳳
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beΨerage.Theer[ercis巳testoon呈istedof7setsof20

no皿 一loaded血11squatsat2m㎞1」tesin電ervals.During

¢a¢hset,5q山E近5werep¢=fc}㎜ ¢d号very3seconds.

B1。 。dsampleswereats。takenimmediatelyafierthe

exerciseand飢1and2{量ayspost幽exer¢iseand

oollected置n{≡ ヤ且OU日 オ¢dtub¢Econtaininghcpari口.

Muscieseアeness

Musole50r¢ 鵬5曲 号fbreandafterer【 ¢rciseandfbr

th¢ 丘}110wing2dayswas¢ Ψaluat¢dwhi1¢sit血gusing

avis岨1・an且leguescale(VAS)consistingofIOerll血1e

wilh``nopain"printedatone帥dand"¢x重 祀melysore"

attheother.Th¢subjectsw¢reaskedtom肛k重h¢pain

levelofeachmus〔 」¢re呂ion(a皿 電erierthigh,posterior

lhi呂halldlh¢{=alf)ontheIOom1㎞[¢andthedis曲 皿oe

仕omthelefトhandendof廿 】elin{置toth¢marlくed

positionwas重ak巳 皿asth己ma呂 皿i加doofmuscl¢

sor已ne5smom.

Sllntmanalys`s

Eachblood5amp1¢vvasleft齪roomtomp已ra1皿re

耐i1。entrifUgationat2,000xgfor10mintoseparate

出 ¢3。 ㎜.Theserumwasst。 面a←SO。C圃

analysis.SoI・ 皿mlevelsofヨsparta童eaminotmn呂 飴r乱se

(AST),a1鹿ni鵬am量 皿otr且nsf已rase{ALT),laCtan

dehyd皿}genaseてL工}H),or¢a輔nekinase{CK),

myo呂10bin;oreatin已,1aoticacid,gmw重hhomlon¢ 珈d

aminoacidsw鵬analyzedbyMitsubishiChemio呂1

M¢di自no¢Co.(Tokyo).Seruma皿inoa¢idw旦50nly

m。 酬r¢datbεfOreandimmediatelyaftertheexercise.

Statis'iea'analysis

R」巳sultsal嘘expressedasmea皿 士5t寂nd肛d¢rror{SE).

Statistieal且nalysesw個r¢perfen皿 自置by廿 旧paired-t-test

orWilcoxensigned・rankte副.The[evelefstatis重ioal

sig】n[i1Fi¢Im`{診1L榔seにatpくO.05,whi1¢stヨ ロtis重i¢al

te皿d¢ncywassetatpくO.10.St巳 鰍i。al田 咀SyseSwere

P¢r{b而 ¢du蜘gSPSSIIferwindow5(SPSSInc・,

Chicago,IL).

ResultS

Figurelshevvselutienprofileby呂dfil廿ation

且皿alysisof50y・P¢ptideusedinthisstUdy.The

soy-peptideeXhibitedth¢fbllowin呂melecularwoight

distribution=10%ofthooompon¢nt5hadamolecular

weightgreaterthan1,000Da,17%hadamolecular
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nay5a飾 。r。 瓢。rd鴎
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:lrdd,y

Fi忌2.EffeCtsofsoy・ 『暗ptid母i血kcorDOMS

induced的squaterLercise,{A}Anterior1血ighmuscles;

{B)posterior童hi菖hm岨cles;(qo自lfmu5d¢5、Valu已5

aTemean±SE,n・IS."PくO」0,nVpく0.05,燗Pく0、01,

ooml}aredwithIh¢b且5¢lin¢ 冊lu酷b¢Ibroex号rcise

(pairedt-‡ ¢5t}.wilcoxonsigned・r田1ktest;Pく0」0,

,■ リコぐ

Pく0,05,PくO,Ol,
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丁曲le3ChangesinvariousbloodpararnetersbeforeImdafieringestionof童h¢ 肌p¢rimentalbeverag¢samdexercise.

1Stday

Befereexercise A」 目L{}rexercise

2囮dd町 3「ddaY

AST(IUの

Plaoebo

Petide

19.3」=Lヨ

1呂.O±L4

Is.1±IA

l7,5圭L4

17コ ±1.2

17.O±12

17.3±1.2

17.3土12

ALT{IU/D

PJacebo

Petide

15曹7士L5

ユ4.o士L9

15.6±1.5

14」 ±1.8

14、9±1.3

1■ 石±L5

14、9±1.3

132±LA

LDH{V/dD

PIac由bo

Petide

192、9圭8.9

1S2.3ヨ ニ72

172.2」=5.0

174.0±4、S

170、 ヨ」=3.9

173、S±4.1

172」 ±4.4

r71、4士4.6

CK(IUID

PIacebe

Ptide

9L4±72

772土6.9

s2.7土7.6

76.3士7.2

96.6土12.7

88.2t19」

83』d=7s

82.7圭13・4

Myo」 垂objn〔 ㍑呂fmt)

P1昌o由o

Ptid母

21.6±3.S

22.4=k2.9

2S.9±2.9

24.1±2、s

16.9土1.9

1百 」 士1-9

16.1土L2

17.9士2.1

Cr{mt血e伽9tdD

PI且c¢bo

Ptid¢

0.5±O.l

O.5土O.O

O.S±O.1

0.9土e.1

o.5±e」

O.5±O.1

0.5±e.1

0,5±O.1

LA(mgfdD

円acebo

Ptid¢

13.8±L⑪

12.S±L6

203土1.9

1呂.8土L4

10』 ±O.9

S.6土O.S

10.5土O.9

10.1±O.8

GH(ngfmD

PIacebO

Petide

4.4士O.S

3.5±O.7

1.4±e.3

2.9土o.9

2.7士1.0

1.6±O.4

1.8土O.7

2.2±o.7

Detaaremeand!SE,n=15.'

ALT,alanineaminotransfeTase;AST,asparta重 ¢a血inotr田sfe1a5{t;CK,ereatinekinase;

GH,菖row重hhormone;LA,[ac電icecid;LDH,Iaeta電cdehydrogenase.

w¢ightof500'1・000D叫and73%hadamol¢ou1肛

weigiitlessthan500.Thefre¢a劃ninoacidcon電entof

重heSOy-pep重id6waヨ3%〔manllfac血]re'si皿 百もrmatlon}.

.Thefo11。winga皿lysesexgtudedqa重a。f。nesubject

whoshovvedmusclepaininmo爬thanlomonVAS

befereexercise.SorcnessoftheanteTiOTthighmuscles

wa5significan重lyhighero晶thet肥oondandthirdClays

inIh¢plac¢bointak号 窪roupoomparedWithther且tings

b面 爬exercisらindioati㎎1hatDOMSeecurr{紬

fbllowi咀gthes叩atex号r。i副rials〔Fi葛.2A).Asimil肛

trendwasnot¢dinth¢P叩ti{1eintak¢ 呂τoup.How¢vor,

musclesorenessOlllh¢se。ond且ndlhirddayswas

signifi{=且ntlylowerintheP¢ptide呂toup重}1匪minthe

placebO(Fig2A,.Althou帥noneof喧hesubjectS

reportedacXearDOMSinIhepoSteriOTthigh(Fi呂2B)

andcalfmuscles{Fig.2C},theVASscoresof重he
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fbllowinge翼 癖r¢1甜10adin呂 、A5imilart1endwas・also

ebser鴨dinserummyo呂bbinconcentration,whiohi5
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tran且porIationofaminoacidstha電re]ン 「on竜ranspor匡

sys重em呂in重he舐m己group.Ontheoth¢Ihand,dj・a盧1d

tri-P叩 童idesar¢ab50rbedbyth已peptidetranspeI↑system

董npeptid¢form,and血 巳nhy{trolyzedinloaminoaci{Isby

intraeelLularpel}tidase… 盟).P叩tidetra皿sportershavebw

subs童rateselectivitコ ド,andthu呈 童h¢P¢1}tide1]ranSport

systemisanidea亘tr肛[sportSystembecausc}itunifbmlly
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As曲owninFigurel,th¢sey・p叩tid号used並the

pr母5enlstudywas¢onsidered重ocontainmanydip号ptid¢8

andtrip信ptid{謁basedonanalysisofsirc-exclusion
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compositien9).These血idingssuggestth睾t重he

absorbab髄i重yof重hesoy-p『p童i{10usedinthβpr号sentsh」dy
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P。stexercis。 じh皿 騨inbloodlmarlcersmi帥tb巳

observ¢dinfe皿al号a且 山5wi出asmallerm髄scle皿ass

c。mpar¢d喧omal¢adults.Onthe。therhand,Nosakaet

a1.24)teported電hatDOMSdidnotTefieet止 旦magni電u"已

ofeceenni{}e」x{}rcis号'i皿dueedmuscledama呂e、

Furthermore,laotioaddaccum"lationwithinmusel号

cellswas爬porledtobeunrelatedtoDOMSlz2s}.
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(Wtt量11heexcePtionof』tryptopha皿)皿arkedlyd睡creased

bymor¢th…mlO%comparcdw血hthcre叩ecnivebaseline

values.Aprcviouss加dyreportc∋dmarkedabsorptionof

BCAAandaromatioamineacids血soy・peptide9}.The
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imppovem。nt。fDOMScouldb¢rapids叩p1㎝ ¢面on
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alanineandglutaminefrommusclearnilloacidexidation

to重量鳩1ivorfヒ)r咀 』r{}asynthesis26).Their亀 ¢f㎜ 』1evelof

serumalanjneaf亀 ¢r¢xeI'cisein曲 已placebOisprobal,ly

duetocatabolismofBCAA.BCAAor櫨ntialamino

acid5intakehasbeenreportedtomitigatemuscleda血 賠 ¢

andDOM5噛`・ ユ勘.H。vrcver,。 。血i離 。雌 臼m・ng

diffeTenttypesofami皿oacidsaswellasditlk:rentamino

acidcompositionshav¢rarelyb㎝ 祀 Ψal岨t¢d、Theeftec重

ofsoy-p叩tideintakeonDOMSind鵬odby¢ ㏄ 帥 価o

ex号rcisewouldres"lt行omnotonlyrapidabSorptionof

specificarninoIrcids甜oh且sBCAAbUtalsoth¢id¢ 呂l

aminoacidbalanceof血 ¢soyprot¢i皿.Mor¢o鴨r,血e

oha明 ¢ineach1距 已of50nlmaminoaoid5a血 町exercise

probablyd{}pendsonth¢ 吋peand記 Ψeri呼ofex¢rciseso},
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遅発性筋肉痛に対する低分子ペプチド化された大豆タンパク質摂取の効果

中西 由季 子ロ、白川 哉 子3.前 渕 元宏ヰ、大久 保 美保4、池 田 尚子1、稲毛 寛 子2、

鈴木 美季 子ユ、佐本 将彦4、木村 修 一一2

1甲 子園大学 栄養学部

2昭 和女子大学 大学院生活機構研究科

3昭 和女子大学 生活科学部

4不 二製油株式会社 フードサイエンス研究所

抄録

本研究の 目的は、エクセントリック運動により誘発される遅発性筋肉痛 ΦOMS)に 対する大豆ペプチド〔ジ、トリ

ペプチド高含有)摂 取の効果を検証することである。本試験は、窒素源を含まないプラセボを対象にした二重 盲検に

て、1ヶ月のウォッシュアウト期間を設定し、クロスオー一バー試験にて実施した。16人 の定期的運動習慣の無い女性被

験者に運動負荷直前に、大豆ベプチドを含んだ試験飲料を150g{大 豆ペプチドとして8g摂 取)経 ロ摂取させ、運動

直ft、24一時間後、48時間後の筋肉痛をVAS試 験にて評価し島 血液は飲料摂取前、運動直後、24時 間後、48時間

後に採血した.な お、筋肉痛を誘発させるエクセントリック運動とLて 、スクワット20回 を2分 間のインターバルで7セ ッ

ト行わせ蔦 運動前に大豆ペプチドを摂取することで、プラセボに対Lて 、運動後!、2日 後の自覚的筋肉痛を有意 に

軽減させた。 一方、筋損傷の血櫃マーカーであるクレアチンキナーゼ、乳酸脱水素酵素の活性やミオグロビン濃度は、

群問だけでなく、初期値に対してもほとんど変化しなかった。血中アミノ酸濃度の変化は、運動直後、Cysを 除きプラ

セボ群に対して、有意な増加 が見られただけでなく、達動前の初期値に対しても有意な増加が確認された。これらの

結果は、運動前に大豆ペプチドを摂取することによりDOMSを 軽減することを示唆するものであり、アミノ酸バランスに

優れた大豆タンパク質由来のペプチドであることに起因するものと考えられる。

Correspondence

中 西 由季 子

甲子 園 大学 栄養 学部 フードデザイン学科

〒665-0006兵 庫 県宝塚市 紅葉 ヶ丘10番1号

Phone;0797-a7-8067

FaX:0797-87-5666

E-Tvvail=Ibod冊k曲@koshien.ao.jp

一19一





スポーツ整復療法学研究 第13巻 ・第1号2011年8月 原著論文

フォワードランジ動作時の膝関節伸展筋力と大腿四頭筋活動水準の関係

藤田 英二

鹿屋体育大学 スポーツトレーニング教育研究センター

Rel且tionslLipbetweentheforce-gerierationcapacityofthequadricql〕sfeniorismuscleand

it呂activitylevelduIingbodyInass-basedforvvardlungeta5k

EijiFUJnTA

Ce血erfbrSpcrtsT田 血臣血1gRes¢a㎞ ㎝dEdu¢a垣1叫

Nationa1lnstitmeofF血iessandSportsi皿Kanqya

Ab賦

Thepresent… 血dyaimedtoexamineth¢ 韻iVity1¢ 鴨130fqua面 ¢epsfem{nismuscleduringbodymass-basedfcmNaid

lungetask.Theelectrornyogram(EMG)ac廿vi虹 已softhelectUsfemoris(RF])and,vastuslater'alis(VL)mus¢1{rs面ing出 日

bodymass.basedfbrwardlungetaskaswellasiso"n帥fic皿aximalvo1urrtarycon血 別nion(MVC)ofkneec"rtensionwen巳

iecorded、ThcrectifiedEMGsignalsduringthefbrwardtuog障taslcwe祀aΨ{㎎ ¢dandnorma』i2edas世 旧 祀11血v日 回uo

(%EMGmax)to伽d面n菖MVC.The%EMGmaxΨalu已ferRFandVLwe爬aveiagedandu3eda5anind{m

mpresentingfr旧levelofmuscuI…rraritiVitiesofq岨dricepSfem研i5(QF%EM(i㎞ 出)d山ngth¢fb㎜dh皿gβtask.Th已

QF%EM(imaxd曲gthetaskmcrvementwa且 ヨ2.8±12.1%.TheQF%EMGma㎜ 皿egativ已lycomelanedwith

i50m{虹io㎞ 鵠er血nsiontoqu¢reladvetobodymass(KETIBM)(r三 一〇.74,P<α05}.Theindividualswithlovver

KET/BMd㎝ ㎝ 軸h嬉h已rQF%EMGTnaxdu血gbodyrnass-based且b㎜dlunge幡k」neoncl岨io馬body

m匪rc-bas(∋dfOrwardhmget匪ikmayberesiStanceexercisesfoTirnl爪)VingmusclestrengthinthekneeinJ'urypatients

WithquadricepsfernorisrnuscleatrOphy.(J.SpertSci.()steo.Th、 巳1乱,13(1)121-26,A凹g口 鵠2011)

KcyWM:R㎜dh嘲 フォワードランジLQ田 面螂 ㎞(大 腿四頭筋),Eler加myogram(表 面筋電図)

1,緒 言

活発な身体活動は主に下肢の筋群によっ鮎 たらされ

る.その中でも大腿四頭筋はスポーツ動作において最も

活動性の高い筋のひとつである.半月板損傷や靭帯損

傷に代表される膝関節傷害は,スポーツによる傷害とし

ては頻度が高く,同時に大腿四頭筋の筋力低下が引き

起こされる.アスレティックリハビリテーシ目ンの現場では

大腿四頭筋の筋力強化や下肢筋群に対する協調牲のト

レーニングとして自体重を負荷(自重負荷)としたフォワ

ードランジはよく用いられている■},

しかし,自重負荷を利用したレジスタンストレーニング

は,マシンや特別な器具を使用したトレーニングと比較し

てその負荷強度には不明な、尊が多い.Talcaietal、はtg

～72歳 までの男女を対象に椅子座り立ち動作のトレーニ

ング動作での大腿四頭筋の筋活動水準を調査した結果,

自体重に対しての筋力水準に依存すると報告した 勾,同

様に自重負荷でのフォワードランジ動作においても,動

作溺大胆四頭筋にもたらしうる筋活動水璃 ま自体重に対

する筋力水準に依存すると予想される.

そこで本研究では,自 重負荷によるフォワードランジ

動作が大腿四頭筋にもたらす筋活動水準を明らかにす

ることを目的として,表面筋電図(electromyogmm:EMG}

を利用し,フォワードランジ動作中の大腿四頭筋におけ

る筋電図振幅値を分析した.EMGに より得られる筋活

動中の筋電図振幅値は筋収縮力と直線関係}こあり三},等
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尺性の最大随意性収縮(maXi皿alvoluntaTy90血 繍㎝=

MVC)時 の最大筋電図振矧 直(EM(㎞ax)で 動作中の筋

活動水準を正規化する方法は再現性が高く4),課題遂行

動作中の筋活動水準を知る手法としてよく利用されてい

る聯畢}.

ll・対象と方法

1.被 険者

対象は,体 育大学に所属する下肢に障害の既往溺な

い大学生および大学院生の男女10名(男8名,女2名)

とした.対象者の年齢,身長,体重およびBM1をT翻d

に示す.本 研究は鹿屋体育大学倫理審査委員会の規定

に基づき,被験者に対して事前に十分な説明を行い,本

研究の主旨を理解した上で書面にて同意を得た.

2.課 題としたフォワードランジ動作

フォワードランジ動作は,両手を照 こあてた立位姿勢

から1回の動作につき約2秒 のテンポで右下肢を前方に

踏み込ませた.ランジ動作における右下肢の踏み込み

幅は,踏 み込み足側の右股関節90。屈曲位,右膝関節

90。屈曲位の肢位になる幅で行わせた(Fig.1)フォワード

ランジ動作の測定は十分な練習を行った後に5回 のラン

ジ動作を実施した.疲 労による影響を排除するため、練

習間と測定試技の間には3分 間の休息を設けた.

3.膝 関節伸展トルクの測定

等尺性のMVC時 における膝関節伸展筋力は,片脚

用筋力測定台(T.KK5715,竹 欄 土製)に引張圧縮

両用小型ロードセル(LUR。A-lKNSAl,共 和電業社製)

を接続 して計測した.測 定はフォ・ワードランジ動作での

踏み込み側にあたる右下肢を対象として行った.測定肢

位且,股 関節および膝関節 鮮 屈曲位の座位姿勢とした

(Fig2).Mvc中 の姿勢変化を防く晩めにストラップを用

いて腰部を固定した.測定前にウォームアップを実施し,

測定動作になれるため全力以下での力発揮を行わせた,

力発揮はランプ状に行い,5秒 間で全力発揮するように

知He1.対 象者の身俸特性

指示した.得 られた信号は,増 幅器ΦPM-751teg共 和電

業社製)を 介して増幅し,16bitのAfD変 換器(power-Lab

/16S,ADlnstruments社 製1を 介してサンプリング周波数

2KHzで パーソナルコンピューターに取り込んだ.

膝関節伸展筋力の測定は3回 実施し,得 られた張力

データの極大値から膝関節伸展トルクを求め,3試 行のう

ちのの最大値 を代表値として採用した.疲 労による影響

をなくすために各MVC試 行間には3分 間の体息を設け

た.得 られた膝 関節伸展トルクは体格の影響を除くため

体重で除した値(KneeeXtension量{凋 鵬perb〔 岨rmass=

KETIBM)で 表した.

4.EMGの 計測方法

EMGは 右下肢の大腿直筋(R、ectUsFemoris:RF)お よ

び外倶広 筋(V…鵬L舳=VL)を 対象筋とし,それぞ

れ筋腹を確認して電極を貼付した.フォワードランジ動作

は股関節と膝関節の屈曲伸展を伴う運動であることから,

本研究ではRFとVLの2筋 からEMGを 取得した.電 極

貼付部位は除毛後サンドペーパ ーで擦り,アルコール

綿で清浄して電極間皮膚抵抗を落とした.EMGの 測定

には,双 極 誘 導 によるプ リアンプ 電極(電 極 間距離

12mm,帯 域幅5'v500Hz:Dレ141,S&ME社 製)を用い

て行づた.

得られた信号は,ア ナログ出力箱(Dレ720,S,&rL佃 社製)

を介して16hitのA/D変 換器(pσw距Lab/16S,AD

lnstrumeTms社製1か らサンプリング周波数2K.Hkで パ ーソ

ナルコンピューターに取り込んだ.EMGデ ータは分析ソ

フト(Chart5.11.ADinStnmmts社 製)を用いて全て全波

整流し,各 試 行の平均筋電位を算出した.膝 関節伸展 ト

ルク測定時のMVC試 行から得られた最 大筋電図振幅値

(EMGmax)は,ト ルクが最大となる時点から前後0.5秒 間

の計1秒 間を対象としたb日g3>,

課題動作とした5回 のフォワードランジ動作から得られ

たEMGデ ータは,最 初と最後の試行を除いた3回 分を

解析対象とした価g4>.フ ォワードランジ動作時 におけ

Age(yt) Heigh吐{㎝} Bobymass{kSD BMl

S吐 爬d(n=10)

M創e(n盟8}

F已mgb(n冨2)

20.7±O.9

2Q.8士1.0

20、5±O.7

169.8±8.1

172.9土5.5

157.5±O.1

68.6±7.6

7Q.4士7.3

61.1士2.1

23.8±2.2

23.6±2.5

24」6±O,9

Vah」esarernean5士SDs.
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Figure1.フ ォワードランジ動作

フォワードランジ動作は両手を腰に当てた立位姿勢 う}ら(1),踏み込んだ右下肢の

股関節と膝関節が900屈 曲位になる踏み込み幅 ② で行わせた,

Figure2.膝関節伸展トルク測定

膝関節伸展トルク測定は股関節および膝関節90。 屈曲位の座位姿勢にて測定した.

一23一



スポーツ塾復療法学研究 第t3巻 ・第1号2011年8月

Reot岨femorism岨ok}

A鴨rヨ9εdEMOdu而 口gMVC

V日S量uslatelarismuscle

ロ 　

目
ii一
幽 幽幽Ll・ 。。μv

1、。叩V

原著論文

KneeeXtensiontoにlueourve

↓
P自akbrqロ 臼

i… LVi_・m
、藁

FigU祀3.MVC時 のEMGと トルクカー プの典 型例

MVC:maXimalvoruntarycontraction

Anヨlysi5sec電ion

Rectusfemorismuscle

一

s"T'nl「'NJ...TT「 「「'

VastUS1日lel呂 画呂mu301e

1・・。"V

1・。。uv

1二 ・.
・h』_』 一....・L㌦ 『,,,r,,,』 ・'■,門..¶.¶.

Figure4.フ ォワー ドランジ動作時のEMGの 典型例
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る筋電図振幅値からMVC試 行時における相対値を算出

(%EM(irnax)し,そ の平均値を求め筋別の代表値とした,

RFとVLそ れぞれの%EM(imaxの 平均値をフォワード

ラン ジ 動 作 時 の 大 腿 四 頭 筋 の 筋 活 動 水 準

(QF%EMGmax)と しtc.

5.統 計的手法

デー タは 平均値 および標 準偏差 で記述 した.

KETBMな らびにフォワードランジ動 ㈲時の大腿前部の

筋活動水準の関係の検討には,Pearsonの積率相関係数

を求めた.統 計処理には統計解析ソフトウェア(SPSS

ver.IS.OfOrWindows)を 使 用し,有 意水 準は5%未 満 とし

た.

皿.結 果

被検者IO名 にお けるKETBMの 平均値 は5.1

±0.6N・rT)Acgで,フ ォ ワ ー ド ラ ン ジ 動 作 時 の

QF呪 征MGm日xの 平均値は32.8土12」%で あr〕た

KETIBMと フォワー ドランジ動作時のQF%EM(漁

との問にはT=-O.74(PくO.e5}の 有意な負の相関関孫

が認められた(F塩5).

80

釦
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R皇冨O.55SEE=乱62

r昌 』.74,P<α05

456

KET'BM(N・mlkg)

F鱈鵬5.KE£yBMと フォワードランジ動作時のQF%EMO皿uxの 関係

KETBM:kneeextensionttxquepmbodymass

7

QF"1/iEMGmax:levelofmusculfli'actinrhiesofQFd皿 血嬉廿旧fixwardhmgβdW

rv.考 察

アスレティックリハヒツテーションの現場でよく用いられ

る自重負荷でのフォワードランジ動作が,大腿四頭筋に

もたらす筋活動水準を調査した結果 フォワードランジ動

作時のQF%EM〔 ㎞肌 はKETBMと 有意な負の相関関

係にあり,その高さは個々のKETBMに 依存していた.

今回調査した被験者でのQF%EM(imaxは 平均32%

であった.Md〕on旦帥 呂ndD訥sに よると,最大筋力を

向 ヒさせるために必要な負荷強度 は,最 大挙上重量

(onempethionmaximum:lR鱒 の{緬%以上だと報告され

ている9).今 回の調査対象とした群における平均的な

QF%EMG㎜ から判㈱ 「ると,自重負荷によるフォワー

ドランジ動作では,大腿四頭筋に対して筋力の増強を期

待できる筋活動水準をもたらすことが出来ないと考えら

れる,しかし,今回の調査対象とした被検者は健常な体

育大学生および大学院生であむ,KErBMが 高い水準

にあったことを考慮すると,アズレティックリハビリテーショ

ンの対象者となる群のKEITBMは 低くなることが予想さ

れる.そのような対象者に対しては,自重負荷によるフォ

ワードランジ動作でも,主動筋に対して筋力の増強が期

待できる筋活動水準をもたらすことが可能だと思われる.

フオワードランジは下肢筋群に対するレジスタンストレ
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一ニングとしてよく用いられるトレーニング動作である.

レジスタンストレーニングの手段として,負荷に特別な機

器や用具を用いた揚合には,負 荷醸 の設定と鍛えた

い筋群の特定ポ容易であり,狙いどおりのトレーニング

効果を得ること溺できる.しかし,トレーニングを行う際に

は,実施揚所や参加人数の制約など多くの問題を抱える

ことになる,対して,特別な機器や用具を必要とせず,実

施場所や参加人数の制約を受けずに簡便に実施できる

トレーニング手法として,自重負荷を利用したエクササイ

ズがある.椅子座り立ちのトレーニング動作での大腿四

頭筋に対する筋活動水準を報告した魍{嘘 団.の報告
2♪と同様に

,KETIBMが 低くなるほどフォワードランジ動

作時のQF%EMG㎜xが 高くなっており,両者の問には

有意な負の相関関係が認められた.自 重負荷によるフォ

ワードランジを用いてレジスタンストレーニングを実施し

た際には,そのトレーニング勧果は開始時のKET/BM

の水準に影響を受ける.A齢 ㎝andG耐 臨 ㎝ は,自

重負荷を利用したレジスタンストレーニングについて,得

られる効果に個たのばらっきが大きいと述べている 勘.

自重負荷を利用したフォワードランジトレーニングを処方

する際には,トレーニング開齢時のKETA1IMhS,自 重に

よる負荷力宝レジスタンストレーニングとして成り立っ水準

であるのかどうかや,得 られる効果もトレーニング開始時

のKEi『ZBMに 大きな影響を受けることに注意すべきであ

る.また一方,下肢障害における術後リハビリテーション

の初期段階や,肥 満や中高年などの低筋力者に対して

は,自重負荷でもその強度が過多にならないように配慮

しなければならなレ、

V.結 論

自重 負 荷 によるフオワー ドランジ動 作 時 の

QF%EMGm臼xはKETBMに 依存しており,KET旭Mが

低いものほどQF%EM(imaxは 高くなる傾向にあった.

大腿四頭筋の筋力増強を目的にアスレティックリハビリテ

ーションとしてフォワードランジを処方する際には,自重

による負荷によって主動筋にトレーニング効果が期待で

きる筋活動水準をもたらすのかどうかや,得 られる効果が

トレーニング開始時のKETBMに 影響を受けることにつ

いて留意しなければならない.
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【目的1

骨組織の複雑な血管ネットワーク形成は、胎生期

の器官形成と連動して早い段階に確立される。ところ

カ£、大部分の骨では存在しない軟骨組織がまず骨の

鋳型として形成され、その後、軟骨への血管侵入によ

り器官形成が進展する。しかし、軟骨組織そのものは、

無血管に保たれているにもかかわらず、軟骨性骨原基

への血管侵入に関する研究は、骨組織の検索部位の

試料作成が困難であるためか、ラットの骨折治癒過程

における微細血管構築に関する報告 胸 は少ないよう

である。

ところで、軟骨は無血管であるが、骨折治癒過程にお

いては、骨折部に骨組織や軟骨組織を含んだ仮骨胆

形成される。この仮骨形成過程では,まず軟骨が形成さ

れ、その内部から骨に置き換えられる。軟骨は、骨の鋳

型としての役割を果たす演、軟骨性骨基質に血管網が

無いにもかかわらず、軟骨細胞は細胞外基質を分泌し

ながら旺盛に分裂し、やがては軟骨細胞が肥大化する

ことで石灰化の過程を辿る3}。

本研究は、ラット脛骨骨折モデルを作成し、MervoxSU
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脂液注入法を用い、骨折治癒過程 における微細血管

構築を明らかにすることを目的とした。

1実験方法】

1.実 験動物

実験動物は、9週 齢のSprague・Dawly系 雄 ラット

(n・20,日 本SLC,浜 松)を 用 いて動物 実験を行なoた 。

その内訳は、通常飼 育するコントロール群(皿=5)と 骨折

群として骨折1日 後(n=5)、14日 後(n=5)、2S日 後(n

=5)と した。実験期間は,7日 間の予備飼 育後、Ie週

齢から14週 齢までの28日 間を実験期 間とした。

なお 、本実験は、日本生理学会の制定した「生理学領

域 における動物に関する基本方針」および大阪体育大

学、動物実験に関する倫理規 定を厳守 し、実験を行っ

た。

2.飼 育方法

飼 育室の環境温度及 び湿度 は、環境温度24℃ 、湿

度40%か ら 砧%に 維持した。明暗 サイクルはS=OO-

20:00を 明期 、20:00・-S:OOを 暗期となるように調節し

た。飼料は、Rode皿tLaboratoryDietEQ(日 本SLC,

浜松)を30創day、 水(水 道水)は 自由飲水させた。

3.骨 折モデルの作成法

ラット骨折モデル は,Bonnarensら4)の 方法を改良し、

ラット左 足関節から脛骨近位骨幹 部方 向にノギスを用い

3。m計 測し、骨 折部を設定 した。その後 、500gの 錘 を

20cmの 高さから落下させ、骨折部 に4SNの 力fis加わる

ように設置し、ラット脛骨骨折モデルを作成した。その後、

直ちにラットの腹部から左後肢 の足尖までを固定範囲と

し、股関節及び膝 関節伸展位 、足 関節底屈位 にてギプ

ス固定を施した。

4.x線 撮影

ラットをヱーテル麻酔 下にて、仰 臥位 にし、脛骨 骨折

部 位を脛骨 内側 面が水平面 になるように固定し、X線

撮影機{YAMATO社,静 ・岡)を 用い、骨折1日 後、14

日後、28日 後に撮影を行 った。

5.標 本の採取

骨折1日 後、14日 後、28日 後にラットをPentbarbital

Sodium麻 酔 下にて開胸し、翼状針を左心室から挿 入し、

生理食塩水にて灌流を行な・った後、Karnovsky固 定液

により灌流 固定を行い、脛骨を摘出 した。その後 、直ち

に光学顕微鏡試料として10%ホ ルマリン固定液と走査

型電子顕微鏡試料として2.501eglutalaldehyde燐 酸緩衝

液(pH72,4℃)中 に浸漬固定した。

6.血 管鋳型標本の作製

骨折14日 後,28日 後にPentbarbitalS{}dinm麻 酔 下

にて開胸し、翼状針を用い、左心室から生理食塩水 に

て灌流を行った後、Karnovsky固 定液 により灌流固定 を

行 った。その後 、腹 大 動脈 よリカテーテル を挿 入 し

Mercox樹 脂 液(大 目本インキ{株),東 京)の 主剤{メル

コックスCL-2R[)20mlに 対して硬化剤(MA)5m1を 加え

合計25m1注 入しtCaそ して、樹脂硬化後、脛骨を周 囲

の筋組織とともに採取し、実体顕微鏡下で割断した後 、

2.501。91utaraklehydeue酸 緩衝液{p肌2%,4℃)に て4

・-5日間固定した。そして、蒸留水にて12時 間水洗した

後、次亜塩 素酸ナトリウム水溶液にて72時 間浸漬、軟

部組 識を溶解し、骨折部の血管鋳型試科を作成 した。

7.走 査 型 電 子 顕 微 鏡 観 察(ScanningElectron

Microsco叩y=SEM)

血管鋳型の試 料は、2.50/eglutaraldehyde燐 酸緩衝液

{pH72%,4℃ 〕にて4-5目 間固定した後 、12時 間蒸

留水 にて水洗し、上昇エクノール系で脱水後 、臨界 点

乾燥(臨 界点乾燥装置,TOPCON)を 行なった。その後 、

脛骨 の割断面(骨 髄側)が 底面になるよう試料台 に固定

し、骨折部表 面の仮 骨及び周 囲筋組 織の微 細血管 に

金蒸 着(SC7610,TOPCON}を 施した後 、走査 型電 子

顕微鏡(D8断00,TOPCON)を 用 いて観 察し、撮影を行

なりた5,。

【実験結果】

L脛 骨骨折部のX線 所見

骨折1日 後の脛骨は、骨組織の連続性が断たれてい

た。また、骨折14日 後には、骨折断端を中心に仮骨が

観察され、骨折2S圓 後には仮骨とともに骨癒合鎚認め

られた(図1-A,B、C)。

2.血 管鋳型標本の走査型電子顕微鏡観察結果

骨折14日 後のSEM像 は、骨折端から細 ㎜ 離れた

部位から骨膜にあたる骨形成の著名な増殖が認められ

た。そして仮骨内にところどころ、仮骨表面に多数の小

腔と仮骨組織周辺部に曲線的に走行する小動脈.小

静脈、毛細血管が観察された。(図2).
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骨折1日 後 脅折 開 日議 骨折 鮒 日後

図1脛 骨骨折部のX線 像

骨折1日 後は,骨 組織の連続性溺絶たれている〔A).骨折14日 後には,仮 骨組織が形成(E),28日 後には仮骨と骨組織の骨癒

合が認められた〔C),

SV=smallv帥uleCA=capillarySA:srnallartery

図2骨 折14日 後 にお ける仮 骨組 織 および微 細 血 管

のSEM像 微 細血管は,毛 細血管 〔CA},小 動 脈(SA},小

静脈 〔SV}に より構成 され,仮 骨表 面には多数の小腔 が認めら

れた.

28日 後は、仮骨組織周囲の血管が直線あるいは曲

線的な走行を呈し、血管と血管が互いに連結するように

密な血管網を形成するとともに、毛細血管の先端部は

仮骨組織へ伸展していく像が観察された(図3)。 また,

仮骨組織には、小動脈や毛細血管が分岐し、一部の毛

細血管は仮骨組織に侵入Lて いる像が観察された(図

4).ま た,仮 骨組織表面には、多くの球状の石灰化穎

粒が観察された{図5〕。

CA:capillarySAIsnvallartery

図3骨 折28日 後 にお ける仮 骨 周辺 部 の微 細 血 管の

SEM像 仮骨組職周囲の徴小血管は,直 線あるいは曲線的な走

行を呈し,血管と血管が互いに連結するように密な血管網を形域する

とともに,毛細血管にA)の 先端は,仮 骨組織に進展している橡オ報

察された.

【考察】

骨折治癒 にとって毛細 血管を通 して必要な酸素、栄

養及 び代謝産物の供給 は、微 細血管の再生 はきわめ

て重要な要素である。ところが、骨と血管との相 互作用

を検討することは、非常に困難である,そ の理由として、

硬組織であることや骨髄腔が閉鎖腔であることがあげら

れる.これまで、血管構築 に関する形態学的研究は,墨

汁法6)7)s)、血管造影法9)10)、ラテツクスゴム鋳型法Io、

あるいは合成樹脂血管鋳型 法L2]L3)14)が用いられてい
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図4骨 折28日 後 に おける仮 骨組 織 及 び微 細 血管 の
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図5骨 折28日 後における仮骨組織表面のSEM像

仮骨組織豪面には,多くの球状の石灰化穎粒が観察された.

る.しかし、これらの方法は、組織切片あるいは造影フィ

ルムによる2次 元の所見であり、複雑な血管分布や血

管走行さらに網工に至る立体構 造の解析には十分とは

言えない。さらに、解析も光学 顕微鏡 や実体顕微鏡 レ

ベルで詳細な解析 がなされ ていない。そして、観 察倍

率にも限界がある。この問題 を解決する方法として、微

細血管鋳型作成 法である樹脂微細血管 注入法 廟があ

る。メチルメタクリレート注入 法は、動脈系はもちろんの

こと毛細 血管・静脈系まで樹脂 は達する。二の方法の利

点は、樹脂硬 化後 、軟骨組織を化学 的に除去を施 し、

骨内部の鋳型が得られる。樹 脂微細血管注 入法では、

微細血管鋳型 のみでなく骨標本としての観察が可能で

ある。骨組織の血管新生、増殖、修復 といった血管と骨

組織 との関係についての情報を正確 に得る方法として、

走査型電子顕微鏡は生物試料の観察にとって大きな役

割を果たす。

ところで、骨折治癒過程では、骨膜性骨化と内軟骨性

骨化の骨化機 序により仮骨が形成される。骨折部 両端

で形成される新生骨梁組織や骨 折部周辺で起こる骨癒

合は、同じような骨折をラットに起こしても個 体差なく元

の骨組織へと治癒する16)。長骨 に分布する血管系は、

骨端中央部及 び骨幹端で緻密骨を貫いた栄養血管が

骨髄 内に形成する骨髄血管=系と、骨膜に分布する骨膜

血管系に分類される14}.本 実験の骨折14日 後の観察

において、骨膜血管網 は毛細血管 躯網 目を形成 し骨膜

繊維層の外側 に分布 していた。骨膜性 外仮骨内で骨

膜血管網 が伸展し緻密骨表面に対して侵入している像

が認められた。この像 は、骨膜の骨形成 細胞層の増殖

によりその周辺部の血管を誘因す ることにより、血管網

が伸展していくものと考えられた。この誘因は、骨形成

に伴って、骨膜性線維と骨膜血管外層の構築示同時に

起こるものと思われた.し かし、骨膜血管網 の周 囲に骨

形成が始まっている所見溺認められているにもかかわら

ず、骨膜血管外層の構 築がなされていなかった。反 対

に骨形成が血 管の伸展方 向と探く関与しているのかも

知れない。

ところが、血管新生は、元た生理的 な現象であり、胎

生期の血管形成に必須であるが、成熟個体 においては

限られた部位 でしか起きない。ところが、固形腫瘍 、穂

尿病性網膜症 や関節リュウマチなどの炎症性疾患等 に

おいて、血管新生が病 体の進展と密接に関連している

助。胎生期の血管新生は炎症、出血、血液凝 固などを

伴わず、その意味からもVEGF(VascularEndothelial

GroWthFactor}やAng(Angiopoietin)な ど内皮細胞に

特異的に作用す る因子によって整然 と制御されたプロ

セスである 正?滴。ラット大腿骨に埋入 したインプラント体

内窩洞形成後の新生血管 と新生骨の実験によるとイン

プラント周 囲の骨新生初期段階において、まず血管網

が構築され血管周囲から骨が形成されるL9)と述べてい

る.また、ラット大腿骨骨幹部をボーンソーで骨切り術と
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創外固定を施し、骨折治癒過程を6週 間観察した実験

勾では
、骨折部の近位及び遠位の骨膜血管網での毛細

血管の吻合が早く、次いで骨髄血管網、骨膜血管内層

の順に血管網都形成される。インプラント働や骨切術 勾

では、損傷部位が骨折部に限られ骨髄内への侵襲が

少なく、本研究の骨折モデルに比べて骨折部及び周辺

の筋組織、骨髄内毛細血管の損傷が少ないことが考え

られる。このため、軟骨細胞の増殖や外仮骨形成、骨

膜血管網の増殖が速やかで、骨折後の早い時期から

骨髄内微小血管から仮骨へ血液が供給された可能性

が推察される。一方、今回の骨折後の血管新生は炎症、

出血、血液凝固等を伴い、これら恭血管新生に深く関

与していることも考えられる。骨折28日 後は,仮骨組織

周囲の血管が,直 線あるいは曲線的な走行を呈し、血

管と血管力{互いに連結するように密な血管網を形成す

るとともに、毛細血管の先端部は仮骨組織へ伸展して

いく像が観察された。そして、仮骨組織には、小動脈や

毛細血管溺分岐し、一部の毛細血管は仮骨組織に侵

入している像が観察された。また、仮骨組織表面には、

多くの球状の石灰化穎粒が観察され、骨折治癒におけ

る組織学的経過として.骨折14日 目から骨折近傍の骨

膜では細胞増殖が速い時期から始まるものと思われる。

そして、骨折部では間葉系細胞の増加により次第に骨

折部の両脇に堤防状の新生骨梁組織が形成され、骨

折部両脇に形成された新生骨骨梁に軟骨細胞が出現

する20}。28日 後においては軟骨細胞の分化が進行し

っづ新生骨梁組織に近い細胞から肥大化が起こる。そ

して、新生骨梁組織から血管進入し内軟骨性骨化が進

行し、軟骨組織ボ時間経過とともに新生骨梁に置換え

られ骨折部両脇に新生骨梁が癒合される。その主役を

演Oる軟骨基質の石灰化が血管の進入方向を決定して

いるものと思われる.

以上のことから、血管新生が骨折治癒過程に不可欠

な役割を担い本来の形の骨組織に戻りていくことが明

らかとなった。

1まとめ1

骨折治癒過程では、骨膜性骨化と内軟骨骨化の骨機

序により仮骨が形成される。骨折部両端に形成される新

生骨梁組織が骨折部周囲に癒合した後、骨改変により

元の構造へと治癒の過程をたどる。すなわち、無血管

の軟骨から血管に富む血管網が構築されることになる。

本研究は、9週齢のSD系 ラットを用い脛骨骨折モデル

を作成し、骨折直ca{e=5〕 、14日 後(n・S)、2S日 後{n

=5)にX線 撮影後、血管鋳型標本を作成し走査型電

子顕微鏡による観察を行った"

1.X線 像において、骨折14日 後骨折2S日 後に仮骨が

観察され、骨折2S日 後に骨癒合が認められた.

2.骨 折14畷 のSEM像 は、骨折端から約1㎜ 離れ

た部位から骨膜にあたる骨形成の著名な増殖が認めら

れた。そして仮骨表面に多数の小腔と仮骨組織周辺部

に曲線的に走行する小動脈、小静脈、毛細血管が観察

された。

3.骨 折29日 後は、仮骨組織周囲の血管が直線あるい

は曲線的な走行を呈し、血管と血管が互いに連結する

ように密な血管網を形成するとともに、毛細血管の先端

部は仮骨組織へ伸展していく像が観察された。また、仮

骨組織には、小動脈や毛細血管が分岐し、一部の毛細

血管は仮骨組織に侵入している像が観察された。また、

仮骨組織表面には、多くの球状の石灰化穎粒が観察さ

れた。

以上のことから、骨折治癒過程では、仮骨における軟

骨細胞の肥大化に伴い新生骨梁組織から血管ぷ進入

する。そして、内軟骨性骨化力{進行する。軟骨組織は、

骨折治癒とともに新生骨梁に置換えられる。骨折部で

の新生骨梁による癒合は、軟骨基質の石灰化恭血管進

入の方向を決定するために重要であると思われる。
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3次元計測および足圧分布からみた

足関節内反に及ぼすテーピングの効用

赤澤 淳1,奥 野竜平2,池 内隆治1,岡 本武 昌1

1明治国際医療大学 保健=医療学部
,1摂 南大学 理工学部
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analysis(動 作 解 析)

1は じめに

足関節内反捻挫 の多くは,足 関節の生理的な運動範囲

を超えて内反を強制した場合に,靭 帯に大きな力が加わる

ことで損傷 断裂することによって生じる.内反捻挫を対象

とした研究は多くあるIG).しかし,関節の動きうる範囲である

可動UZ(ROM=iangnofmetiOn)と 内反捻挫の関係を調べた

研究報告は少ない.wrightら4)は,シ ミュレーションを用い

て,足 関節内旋角度と床から加わる力がある閾値を越える

と内反捻挫が発生することを示した.このことから,内反捻

挫を防止するためには,足関節のROMを 制限するとともに,

足関節部にカカ伽 わって捻挫を引き起こさないようにする

ために,床から足底に加わるカを小さくすることが望まし

い.

スポーツの領域ではテーピングにより可動領購 制限す

ることで,足関節捻挫の予防,保護を行っているS).テーピ

ングの効果にっいては,歩行時における足底圧の変化を
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調べた報告6)や心理的な効果につい瑞 報告されているb.

また,テーピングを適用することによる足関節のROMの 変

化を調べるものが多く報告されている 鋤.しかし,立位状

態において足関節内反予防用テーピングによる固定の効

果を明らかにするために,足関節の内反におけるROM(角

度)、足底の接地面積と圧を同時に計測し解析を行った研

究はほとんどない,そこで,本研究では立位状態において

足関節を最大限に内反するように被験者に指示した場合に,

内反予防用テーピングを巻くことにより,足関節の3次 元位

置と足圧分布(接地面積と圧)がどのように変化するかを同

時にかっ定量的に調べる手法を提案した.呂人の被験者に

対して本手法を適用しテーピングによる足関節固定の効用

を評価したので報告する.

2方 法

D被 験者

被験者 は半年以 内の期間 において,足 関節 捻挫

の既往歴がない健常男性8名 である,事 前に被験者

に実験 内容を十分に説明し,イ ンフォームドコンセン

トを得た.

2)計 測システム

本論 文で使 用した計測 システムの構成を図1に 示

す.3次 元計測装置(OPTOTRAKCERTUS,Northern

Dlgitalln¢,)及び足底圧測定システム(BIG-MAT,ニ ッ

タ株式会社),解 析用計算機 から構成 される.

足関節 の動作を計測するために,基 準となる床平面

に4点(A,B,C,D)の 赤外線LEDマ ーカを貼付し

た.ま た,足 関節 内反時 に体幹が傾 いていないことを

確認するため,被 験者 の左右の鳥 ロ突起部(E,F)の

位置を計測した.内 反 時の動作を計測するため,右 脚

の藤蓋骨の中央部下IO㎝ で脛骨の 中央部の位 置

{G),外 果 と内果の中央部(H),第1中 足骨頭 部 ①,

第4中 足骨頭部(J)に マーカを貼付 し,それぞれの3

次元位置を計測した.分 解能は約1mm,サ ンプリング

周波数は50Hzで ある.

足底圧測定システムでは,縦1920mmX横880mrn

のシート状 のセンサを用いて,立 位 時および内反時の

足底圧を計測した.セ ンサは縦192X横8Sの 計16896

セルから構成されており,各セルにおいて圧を計測す

ることが可能である.各 セルの空間分解能は10mm,

測定範囲O.3rngf～3kgL分 解能はO.0140kgfで あ

る.

OPTOTRACK

3)テ ーピング

ノブーザ ノC
ノ!

BIG-MAT

・OPTOTRACKmarker

図1計 測システムの慨要

図2足 関節内反予防用テーピング

本研 究に お いて以 下 の方法でテ ー ピングを巻 いた

(図2).ア ンダーラップテー プ(Mueller,MWimp,70㎜),

コットンテー プ{NITREAT,CBTqpe,38㎜),エ ラスティv'

クテープ{MTREAエEET購50mm)の3種 類のテープ

を用いた.

テー ピングを巻く手順 は,ア ンダーラップ,ア ンカー,

スターアップ,ア ンカー,ホ ースシュー,サ ーキュラー,ヒ

ール ロック
,フ ィギュアエイト,アンカー,オ ーバーラップ

の順である11,.

4)計 測 手順
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計測手順は下記の通りである

(1)BIG-MATの シート状センサの上において,被験

者に立位姿勢で静止し,その時,左右の足の間隔は肩

幅を維持するように指示した.

{2)計測開始の合図とともに序々に右足関節を内反さ

せ,これ以上内反出来ないという状態を計測終了まで維

持するように指示した.体重のかけ方については指示し

ていない.この間の各マーカの3次 元位置及び足癒圧

を10秒 間計測した.

{3)(1),{2)で 示した計測を,テーピングを巻かない

状態で3回,テ ーピングを巻いた状態で3回 行った.

5)解 析方法

本研究では足関節内反の動作を表す指標として以下

の3つ を用いた.最大内反時における〔1)第1中足骨頭

と第4中 足骨頭を結ぶ直線と床平面との角度(最大内反

時角度),(2)足底の接地面積{最大内反時足接地面積),

③ 足底の圧{最大内反時足底圧)を用いた.

(1)最大内反時角度

足関節内反時における関節のROMの 指標として,第

1中足骨頭と第4中 足骨頭を結ぶ直線と床平面との角度

を内反時角度として用いた.この計算には数値計算ソフ

トウエアMATI.ABCVersion72.0232(R200面))を 用いた.

算出は以下の手順で行った.

まず,各時刻における内反時角度を計算する.次に最

大限に内反し,この状態を維持し始めた時刻の算出に

ついては,平滑化微分フィルタ喝を用いて内反時角度の

時間変化量を算出する.すなわち,内反動作中では,時

間劉 ヒ量は大きく,最大内反時には,内反角度がほぼ一

定に維持されているため,時間変化量がほぼ佃となる.

本論文では,内反動作後,時間変化量が閾値以下と

なる最初の時刻を内反完了時刻とした.この時刻から計

測終了時刻までの平均値を最大内反時角度とした.なお,

閾値は経堕に基づき35[au]とした.

ω 最大内反時足接地面積

足底がシート状センサに接触するセルの面積を足接

地面積とした.右側の足接地面積を静止時の両側の足

接地面積で除して正規化したものを内反時足接地面積と

した.内反完了時刻から計測終了時刻までの内反時足

接地面積の平均値を最大内反時足接地面積とした.

(3)最大内反時足底圧

足底圧測定システムにおいて計測された各セルの圧

の総和を足底圧とした.計測した右側の足底圧を静止時

の両足の足底圧の合計値で除して正規化したものを内

反時足底圧とした.内 反完了時刻から計測終了時刻まで

の内反時足底圧の平均値を最大内反時足底圧として算

出した.

(4)有意差検定

統計解析についてはBMSPSSStatiStiCsVersicm19を

用い,平 均値および標準偏差を求め,平 均 ± 標準偏

差で示した.ま た,テ ーピングLの有無での有意差検定を

行った.検 定にはt検 定を用い,有 意水準は501・未満とし

た.

3結 果

D最 大内反時角度
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図4最 大内反時角度の平均値

算出した内反時角度の1例を図3に示す.太い実線は

テーピングを巻かない状態,細い破線はテ・一ピングを巻

いた状態での計測結果である.計測開始からおよそ1秒
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間は立位状態であるためマーカの位置はほとんど動い

ていない.そ の後序々に足閲節を内反させることにより,

内反時角度が大きくなっている.約4秒 後には被験者が

自ら限界と感じた角度に達し,静 止させたことにより,角

度がほぼ一定に保持されていることが示されている.平

滑化微分フィルタを適用した結果,内 反完了時刻はテー

ピングを巻かない場合は4.12秒,テ ーピングを巻いた場

合は4.4S秒 であった.

君人の被験者の最大内反時角度を纏めた結果を図4

に示す.テ ーピングを巻かない状態ではOP.69±997

[degme]であった.テ ーピングを巻いた状態ではn.65

±10.56[dagroe]で あり,有意に低下した(pく0.05).

2)最 大内反時足接地面積

90.
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20'
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Time[s]

図5テ ーピングを巻くことによる内反時足接地面積の違

い{被験者A).

時足接地面積はほとんど変化していない.そ の後序々

に足関節を内反させたことにより,内反時足接地面積は

減少した.約3秒 後には被験者が自ら限界と感じた角度

に達し,静止したことにより,内反時足接地面積がほぼ一

定に保持されている.

最大内反時足接地面積を纏めた結果を図6に 示す、

テーヒiングを巻かない状態では37.40±11.CO[au.]で

あった.テ ーピングを巻いた状態では31,2S±12.69

1乱司であった.両 者をt検 定した結果,有 意差はみられ

なかった,

ユ)最 大内反時足底圧
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図7テ ーピングを巻くことによる内反時足底圧の違い
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内反時足接地面積の1例 を図5に 示す.太い実線は

テーピングを巻かない状態,細い破i練はテーピングを巻

いた状態での計測結果である.テーピングを巻いた状態

では計測開始時から尖足部の接地面積が減少している.

計測開始からおよそ1秒 間は立位状態であるため内反
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図S最 大内反時足底圧の平均値

内反時足底圧の変化の1例 を図7に 示す.太い実線

はテーピングを巻かない状態,細い破練はテーピングを

巻いた状態での計測結果である.テーピングを巻いた状

態では計測開始からおよそ2秒 間は静止しているにもか

かわらず,内反時足底圧はあまり安定していない.テー

ピングを巻かない状態ではその後序々に足関節を内反

させることによb、内反時足底圧は減少している,約3秒

後には被験者が自ら限界と感じた角度に達し,静止させ
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たことにより,内反時足底圧がほぼ一定に保持され,7秒

後から再び内反時足底圧が増加している.テ ーピングを

巻いた状態では,静 止時と内反時とで違いはあまりみら

れなかった.

最大内反時足底圧を纏めた結果を図 窪に示す、テー

ピングを巻かない状態では5.40± 揺8[M咽 であゆた.

テーピングを巻いた状態では5.IS±191[Nノ ㎏1であっ

た.t検 定を行った結果,有 意差はみられなかった.

4考 察

テーピングを巻いた場合は最大内反時角度が有意に

低下した.このことからテーピングを巻くことにより,足関

節内反のROMが 制限されており.是関節の生理的な運

動範囲から逸脱する可能性が低いことが示唆された.

被験者には足関節を最大限内反するように指示した.

足圧についての規定はないため,生理的な範囲内にお

いてROMを 維持する最小の値と最大の値の問に位置し

ている.テーピングを巻いた場合は最大内反時角度恭

減少し,最大内反時足底圧っいては有意差を確認する

ことが出来なかった.このことから,テーピングを巻いた

場合においては,最大内反時角度をほとんど変化させる

ことなく更に足底に圧を加えることは理論的には可能で

ある.

内反時足接地面積については,足関節の内反におけ

る角度の増加に伴い減少すると考えていた.しかし,角

度が増加し,ある角度以降は湾曲した足の側部が床平

面と接触するために一定の値を維持した.また,テーピ

ングを巻いた状態の立位安静時において,内反時足接

地面積再=小さな値を示しているのは,テーピングを巻くと

足底に段差解でき,床と接触しない部分溺生じたためで

ある.

今後は足部の靭帯に加わるカを推定できるシミュレー

ションモデルを構築し,足関節内反予防用テーピングの

評価を行いたい.

5結 論

立位状態において足関節内反予防用テーピングを巻

くことによる固定の効用についての評価を,内 反時にお

ける足関節のROM,足 底の接地面積と圧分布を解析す

ることにより行った.

3次 元計 測装 置(OPTO'IRAKCER]1」S,NorIh㎝

DigitatInc.)及び足底圧測定システム(BIG-MAT,ニ ッタ

株式会社),解 析用計算機から構成されるシステムを用

いて9人 の被験者に対して評価を行った.そ の結果を以

下に示す.

1)最 大内反時角度については,テ ーピングを巻かない

状態は4e.69±9、97[螺 司であった.テ ーピングを巻

いた状態では2■65±10.56[dague]で あり,有意に低

下したΦ<o,es),

2)最 大内反時足接地面積 につ いては,テ ーピングを

巻かない状態では37.40±11.40【aza]で あった.テ ー

ピングを巻いた状態では31.28±12.69[au.ユ であり,有

意差はみられなかった,

3)最 大内反時足底圧については,テ ーピングを巻かな

い状態では5.40±1,88[Nlkglで あった.テ ーピングを

巻いた状鮨では5.15±1911N1㎏ 】であり,有意差はみ

られなかうた.

4)以 上の結果から,S人 の被験者に対して足関節内反

予防用テーピングによる効用を解析したところ,テー一ピン

グで固定を行うことにより,足関節内反における角度が制

限されていることを確認した.
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日本スポーツ整復療法学会 第98回 告(関東支部)

「新・旧療法の融合を探求して」

平成22年 度「関東支部」主催の学術研修会は、平成23

年3月27日{日 〕10時～16時 の 日程で東京工業大学、

西9号館W935教 室にて、開催された。

参加者は、岩本支部長以下、会員40名.協 賛社等か

ら6名の計46名 が参加して行われたe

プログラムは、「新・1日療法の融合を探求して」のサブ

タイトルのもと、以下の内容であった。

テーマ1)で は、「オーストラリア及び二=一 ジーランド

の足病医から学ぶ足底板療法」のタイトルで、本学会か

らの海外研修(オーストラリア)の経験を持つ渡辺英一先

生が、バイオメカニクス的測定評価 動体検査・足底板療

法の理論とモデルを使っての足底板適応の実践につい

て熱のこもった講演をされた。

テーマユ)渡 辺英一先生

テー一マ2)では、「ダイビングと健康」のタイトルで、東京

海洋大学の千足耕一先生、藤本浩一先生、蓬郷尚代先

生の3先生が「潜水による人体への影響」(千足先生)、

Tスクーバダイビングと健康」(蓬郷先生〕、F,臣こらえ潜水

と健康」(藤本先勺 の副題で、潜水時の人体の反応やそ

の機序、潜水器具を用いた潜水時の技術や注意点、磯

笛を例に挙げての息こらえ潜水の具体的な呼吸法と健

康に纏わる講演が科学的な知見を基になされた。

テーマ3)で は、「柔整師の卒後雅 の実際」のタイト

ルで小林勉先生が施術院における柔整業務の実際と養

成学校の乱立による柔整師の質の低下を防ぐための提

言がなされた。

り

づ

`

「、
、

1

ロ 　リ ロ お

■ 書も冨

テー-V2)千 足耕一一先生(東 京海洋大学)

触

農卿
1'
テーマ2)蓬 郷尚代先生(東京海洋大学)

テーマ2)藤 本浩一・先生(東京海洋大学)

テーマ4)では、河野示先生が骨格や関節の可動域に

着目し、筋カテスト等を用いての手技療法について実技

を中心とした実践的な講演を熱演された。

懇親会(17時 ～20時)=関 東支部長以下、約23名 が

参加して、懇親会が行われた。
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吟

テーマ3)小 林勉先生

尋
i

}
理蝿 鱒

また、研修会は、「東京しまむら医療」・「K.K.エスエス

ビー」・「東京レジャースポーツKK.」 ・「帝京警 備保障K

K.」・「有限会社 松嘉」・「小川工業KJ(.」 ・「K.K.山 武」

各社の協賛、当日ブースを出して頂きました「東京 しまむ

ら医療」及びfJB日 本接骨師会」の御 協力を得て開催さ

れましたことを付記致します。
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講習会会場の様子

(文責:中村正道)

雑感=関 東支部の学術研修会としては、東工大での

開催は、7回目となりましたが、例年参加者hS少なく運営

に苦慮しておりましたが、今回は、関東を中心に遠く宮崎

県・長崎県・山形県などからも参加者がありました。

東 日本大震災及び福島原子力発電所の事故等の影

響で、開催溺危ぶまれましたが、無事に開催にこぎ着け

られたのは、参加者の熱意によることが大きいと思われ

ました。

研修会の最後に松原会員より災害ボランティアの呼び

かけがあり、研修会はお開きとなった。

開催の時期・場所・講演内容等の検討事項は、残され

たままですが、次回以降もより多くの会員の参加を期待し

たいと思います。

当日、年度末の繁忙期にも拘わらず参加された会員の

方身は、意欲的に受講・研鎖をされ、さらに懇親会にお

いても議論を深められ、一部は深夜まで熱心に取り組ん

でおられました。 次回以降、さらに充実した研修会とな

りますことを願うものです。
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日本スポinツ整復療法学会第99回 学術研修会(北信越支部)

jATAcNAGANo(北 信越ブロック)認定講習会報告

平成23年3月27日(日)の 午前10時 より(社)長野県柔道整復師会会館にて、県内外より39名の会員・非会員・

学生が集まり日本スポーツ整復療法学会第99回 学術研修会(JSSPOT北 信越支部)を開催いたしまし起

■[騨 ■'一

内容といたしまして、午前10時 より、講師に、健康 つくbXX .
コーディネーターの依田武雄先生をお招きして『ロコモチェッ

ク』の演題にて講演をいただきました。機能的体力評価につ

いて具体的に参加者が体力測定を実際に行いながら、測定

のポイントや評価基準について解説を受けながら楽しい中1

時間半の講演を受けました。

ロコモーティプシンドロームと言えばすぐに高齢者が浮かび

ますが、実際に体力測定をすると年齢と結果に思わぬ不一

致が有ったり、日ごろの運動不足を痛切に感じたりして、明日

は我が身か、との思いがよぎりましム 時間の関係で、十分に

機能評価のできる測定には、少し足りないと思われるところも

ありましたが、今後の課題としていきたいと思います。

昼食をはさみ、午後は、『トレーナー(ボランティア)活動

の今後の展開と展望』と題して、司会に原和正(JSSPOT副 会

芒}1謙総 舗臨離鶉舞鍼灘
ジウムを2時 間に渡り行いました。司会者の提言あり、シンポ

i欝繕i難驚
まなければ当然のことながら、忘れ去られる事は言うまでもな

い事であります。また、トレーナー活動を自分の業務に取り入

れていくことを実践している会員の意見もありまし鵡 それは、

自分の施設で、テーピング教室を開たり、講習会を開催する

など積極的に呼び込む行動を始めた事です。自信を持って

テーピング等の技術を教える事は、それだけの技術をもって

いなければなりませんが、表題のトレーナー活動の今後の展

膿 撚 矯 宏響 まし彪鰯 暑くなる

【J鴨翻
3欝 鵡 市中野1ε5脚1翻

TEL、0269-22-2990FAX.〔 〕269i23-3678
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講演『ロコモチェック』の依田武雄講師
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シンポジウム『トレーナー(ボランティア)活動の

今後の展開と展望』におけるシンポジスト

舟

璽鋲.
シンポジウム司会 原和正{JSSPOT副 会長)

」
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第13回 日本スポーツ整復療法学会大会案内(第2報)

1.会 期:平 成23年11月12日(土 〉・13日(日)

且 会場ニホテル京都[ミ ナース{明治国際医療大学洛西キャンパス}

〒610-1143京 都府西京区大原野東境谷町2-4

3.交 通:①阪急京都線桂駅西 ロより市営バス西1、西Z,西5で 約13分 、境谷大橋下車」

②阪急京都線洛西口駅より市営バス西4で 約10分 、境谷大橋下軋 ヤサカバス、京都交通バス、阪

急バスもあります。

③!IR京都駅正面より市営バス33で 約35分 、境浴大橋下東 タクシーなら約as分

*当 日、指定時刻に阪急洛西 口駅、JR桂川駅より無料送迎を行う予定です、

∠L日 程=11月11日(金)

役 員 会16:00--17:00

理 事 会17:00--18=00

11月12日(土):第1日 目

8:45～ 大会実行 委員会

gmo-一 受付 開始

9:30～11:30研 究発表 、活動報 告(12演 題X2会 揚)、ポスター発 表(特 別企画)

11:30～12:00評 議 員会

12120～13120総 会{12:50ま で}、 昼食

13130～15100特Bl繍 寅1「生体観、察とスポーツ傷害」{仮題}

手技療法デ毎をまじえた講演を予定

演者 沖 川貴雄(明治国際医療大学教授)

座長=片岡幸雄(宝塚医療大学)

15=10～16:50シ ンポジウム

「災害時の応急処置について」(仮題)

演者:五反田重決(五 反田接骨院、JSSPOT評 議員)

カロ藤 岡li(春日堕匿骨鱈完、JSSPOTi哩聖事)

星 丈太 〔星接骨院、」B接骨師会(新潟)理事)

司会:岩本芳照(Jsscor副 会長)

17=00～18=30ボ スクー発表(特別企画)および機器展示業者1こよるプレゼン

一 招 一
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18140～20=40懇 親会(事 前 申込tlOOO円)

ll月13日(日):第2日 目

9=oo～ 受付開始

9=30～10=30 研 究発表、活動報告(12演 題X2会 場)、

ポスター発表(特別企画)

9=30～11=50

11:50{〕12ゴ 〕〔〕

特別講演皿(実技含)

「中高年者の健康スポーツとしての太極柔力球」

演者:郷 力(蹴 五)

(大阪体育大学非常勤講師、NPO法 人日本太極柔力球連盟代表理事)

座長:増 原光彦(大阪体育大学)

実行委員会企画表彰式(学生対象)

12:00～12=m昼 食およびランチョンセミナー

「柔道整復におけるrrの 活用法」

演者:堀井仙松(元大阪電気通信大学教授、JSSP(〕T理事)

司会1岡本武昌(明治国際医療大学、』甑 兀会長)

13:00～14:幻 特日嘱茸演皿

r運動、食事療法について」(仮題)

演者=中川雅夫(明治国際医療大学 学長、本大会名誉会長)

座長;岡本武昌〔明治国際医療大学、」㎜ 会長)

14=釦～15:50シ ンポジウム

「統合医療と柔道整復学の目指すもの1(仮題)

演者:今西二郎(明治国際医療大学教授附属統合医療センター長)

矢野 忠(明治国際医療大学鍼 灸学部教授、学部長)

武 田 功(宝塚医療大学 学長)

司会:原 和正9SSFK〕T副 会長}

16:00～17:00石 到陛究ヨ吾ew、活動幸艮告{12覇藏昆亘×2f21t易)

17:0D-一 大会実行委員会

注)日程表およびプログラムの内容は、変更する場合がありますのでご了承下さい。
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大会参加の申込要領

1.大 会参加の申込登録の方法(締 切9月9日)

大会参加申込登録は、年会費8,000円(学 生5,000円)及 び大会参加費3,000円(学 生1,000円)の 前納による事

前登録を原則とします。申込方法は、郵便局(ゆうちょ銀行)振 込用紙に内訳を記入の上、下記の学会事務局の郵

便局振替 口座へお振込下さい。領収書は振込票によって代えさせて頂きますので、大切に保管下さい。尚,大会号

(プログラム・抄録集・総会資料等〉は、10月 上旬に送付する予定ですe学 会当日には大会号を必ずご持参下さい。

臨時会員は、大会当日に受付にて大会当日参加費5ρ00円(大 会号は含まない)を御皮払い下さい。

2大 会参加費 一

前納参加費 大会当日参加費

正会員 3,0⑪o円

一

5,000円

学生会員 1,000円 2,000円 (学生証を提示)

賛助会員 3,000円 5,000円 (展示業者 を除 く〉

臨時会員 一 5,000円 (大会 当 日受付}

3.fi親 会のご案内

11月12日(±)夕 方より会費制による懇親会を行いますa参 加を希望される方は郵便局振込用紙に内訳を記入の

上、学会事務局の郵便振替 口座へ懇親会費をお振込下さい。

懇親会費=事前 申込4,000円 大会当日申込5、000円

4昼 食のご案内

大会会場内の「ホテル京都エミナースレストランjをご利用頂くか、エミナース裏にあるショッピンセンクー(ラクセー

ヌ;高島屋百貨店隣)内の飲食店、軽食店をご利用下さい。

5.事 前参加i登録の締切 日(年度会費、大会参加費、懇親会費)

9月9日(当 日契印有効>e取 消返金は一切行いませんのでご了承下包 、。

6.学 会発表形式}こっいて

発表に使用するパソコンは大会本部以外のものを使用できません。パソコンのシステムはマイクロガ トXP、パワー

ポイントは2003(2010使 用時は20a3形 式で保存のこと)を使用し、プロジェクターによる一面映写です。パワーポイン

ト用のデータは、大会当日の発表を円滑に行うためにlO月30日 までに添付ファイルまたは ① にて大会実行委員

会事務局へ必ずお送り下さい。

今回、学会実行委員会による」一 があります。詳細は「特別企画」の項を参照下さい。

7.宿 泊施設のご案内

下記のホテルは比較的アクセスが良く、宿泊料は1泊6,000円 ～9,000円 程度です。宿泊

施設の手配は、個人で直接お願いします。

①スーパーホテル京都 ・四条河原町(京都府京都市中京区新京極通り四条上る中之町538-1)最 寄駅=河原

町駅{阪急ウ徒歩約3分lbO75-255-9000

②京都セントラルイン{京都府京都市下京区四条通寺町東2丁 目御旅町SO)

最寄駅=河原町駅(阪急)徒歩約1分TEor5-i211-1666
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③三井ガーデンホテル京都四条(京都府京都市下京区西洞院通囚条下ル妙伝寺町707-1>最 寄駅:四条

駅(京…都市営)徒歩約5分 、烏丸{阪急)徒歩約6分 血075党361-t531

④アパホテル(京都駅堀川通)(京都府京都市下京区油小路通塩小路西油小路町1)

最寄駅:京都駅 〔JR)徒歩約6分 血075-341-6111

⑤RMilホ テル京都駅八条ロ(京都府京都 市南区東九条上殿 田町41-1)

最寄駅=京都駅 ㈱ 徒歩約6分1hO75-693r2121

8.学 会事務局の郵便振替

ロ座名:日本スポ・一騰 学会

郵臣振込口座番号:00110+田475

9.大 会実行委員会事務局

〒6uag2京 都府南丹市 日吉町 明治国際医療大学臨床柔道整 復学皿教室(行 田直人)

TEL:0771-72-1181Ei囲:graoto@mept'acb

ご質問等のある場合には必ずメールでお願いし就

演題募集要項

1.演 題申込資格

者および共同研究者〔大会に参加しない者も む) に本学会の会 で、年度△ および大会参加 を納めた者

に限ります。会員でない方は入会手続きが必要です{「特別企画」対象学生は別)。

入会手続きは会員登録用紙に必要事項を記入の上、大会事務局へ 飴Xで 登録し、申込締切日までに入会金2000円 、

年会ftSOOO円 および大会参加費 ㎜ 円を郵便振替用紙に内訳を記入の上、大会事務局の振替ロ座へお振込下さい。

領収書は振込票に代えさせて頂きますので、大切に保管下さい。

2.発 表領域

下記の研究領域を含むスポーツ整復療法学に関する「一般研究罷表」および「活動報告」で、未発表で完結し紬 のに

限ります。

1)整復療法学に関する分野

領域1柔道整復療法、カイロプラクティック療法、ボディアトリ・一療法、マッサージ療法、理学療法、アスレティックトレ
ーニング療法

、身体整復病態など

2)スポーツ整復工学に関する分野

領域 スポーツバイオメカニクス、身体整復工学、身体情報分析など

3)スポーツ療法学に関する分野

領域:スポーツ科学[生 理(環塊を含む)、栄養、体力評価、健康・体力づくり、運動処方など]、運働療法、スポー

ツ障害の治療など

4〕スポーツ整復療法の原理・倫理に関する分野

領域:社会倫理、医療原理など

5〕スポーツ整復療法の評価に関する分野

領域:インフォームドコンセント、療法技術の評価、経営の評価など

6)その他スポーツ整復療法に関する研究
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3.発 表時間

発表時間8分、質疑応塔時間2分の計1〔冷 の予定です。

4.発 表形式

パワーポイントを使朔した液晶カ ジェクターによる一面映写を原則とします。液晶プロジェクターの操作は発表者の責

任において行って下さい。また発表時間を厳守して下さい。

大会当日の発表を円滑に行うためにパワーポイント用のデータを10月20日 までにメールにて大会実行委員会事務局へ

お送り下さい。データの差し替えが生じた場合には、発表に支障を与えないように大会前 日または当日の朝に会場のパソ

コンにインストールして下さい。なお会場の受付近くに練習用の液晶プロジェクターを準備する予定です』

5.申 込方法と書類

「演題申込書」および「抄録原縞」を締切日までに類墓委塁会棄麹 宛に送付して下さい,抄録の作成は「抄録原稿作

成要領」に従って下さいe「演題申込書iは、本誌綴じ込み、ある四 まホームペー;7bib入 手してください。

6.抄 録締切

9月9日(当 日消印有効)

抄録原稿作成要項

下記の要領で原稿を提出して下さい。

1.抄 録原稿は触 版白色普通紙1枚を使用し、縦24Qmm、 横170㎜ 以内の枠内(上 ㎝㎜ 、下 ゐ㎜ を空白〕で作成す乱

提出された原稿は原寸のままオフセット印帰11するので、図表・写真を原稿に貼付けて完全原稿で提出する。

2.原稿は、必ずワープロ等で作成し、プリンタで印刷す乱 手書き原稿は不採用とするb

3.「演題名」は最上段の1-2行 目の中央部に14ポイント程度の文字で、副題がある場合は行を改めて中央部に10ポイン

ト程度でそれぞれ印字す乱

4.「氏名・所属」は3-4行 目の中央部に10ポT7ト 程度の文字で印宇す6.Sk同 研究者がいる場合は、発表者を筆頭にし、

所属は氏名の後ろに0で 括って印字するb

例1=整復太郎(東京都00接 骨院)、例2:xポ ・一ツ太郎(OO大 学)

5.fキーワード」は5行目の左寄せ1〔賦イント程度で印字し、5ワード以内とする。

6.「本文」は6行 目から「9姻イント、25文字X43行 程度の2段組 仲 央部1㎝ 程度を空白)、総文字徴2150字i程 度の書

式で、「目的」「方法」r結果」「考察」「結論」および「文献」などの見出しを付けて「である調」で作成する。原稿用紙の空きス

ペーxを できる限り少なくするb

乳 図表・写真は全て「本文」の枠内に納めて、原稿に貼付けて提出す駄 それぞれのタイトルは図と写真では下部に、表で

は上部に印字する。

8.rX線 写真」を用いる場合は、協力医師名を末尾に記載する。ただし協力医師が共同研究者に入っている場合には必

要ない.

9.「活動報告ユの本文も上記にほぼ準じて作成するb

ユO.抄録原稿はオリジナル1部とコピー2部を同封し、折り目がっかないように厚紙などを使用して編集委員会事務局宛送

付する。(締切日厳守)※A大 会では に困z刷 一を しない においては電子メールの添付フ ィルによる

も可と る(理 △承認)そ の には上記1から9に従って した をワードか・一太郎によるワープロフ イ

ルとPDF形 式のフ ィルにして'・ 込書も に提出 る本誌綴じ込みあるいは匪 よ 手しで記入

秘

11.発 表の取り消しは抄録締切 日後15日 以内までに大会事務局宛 虻書で連絡するb

12.作 成要領に適合しない抄録原稿は書き直しとなる場合力{あります』
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13.送 付された原稿は返却しない。

14.演 題は、日本語のタイトルの下に、英字のタイトルを記載することが望ましい。

郵便振込口座 口座渚義:日本スポーツ整復療法学会

口座番号:00110r4棚75

振り込みは本誌綴じ込みの用紙をご利用ください。郵便局の振込用紙を用いても可ですが、

その際には振込内訳を必ずご記入ください。

抄録原稿送付先(編 集委員会事務局 村松成司)

〒脇 一8522千葉市稲毛区弥生町1-33千 葉大学教育学部 村松研究室

丁EL/FAX:043-290-3n6E¶mal:mShigej@facUlty、Chibaup

ご質問等のお問い合わせは必ずメールでお願いします。

実行委員会特別企画のご案内

本学会において、学生を対象としたポスター発表を行います。 発表の中から優秀発表を選出し表彰いたします。

発表資格:スポーツ科学ならびに整復療法学領域を専攻する学生

応募分野=ス ポーツ、運動、柔道整復領域、健康関連など

応募方怯:「日本スポーツ整復療法学会」個人会員入会申請用紙および「第13回 日本スポーツ整復療法学会大会」

演題申込書に、必要事項を記入の上、大会事務局へFA)(ま たは抄録と同封し送付して下さい。

〔送付先〕学会事務局TEL・FAX:043-2ge--3776

〒珊 一呂522千葉市稲毛区弥生町1-33千 葉大学教育学部 村松研究室

※注意事項

1.大会参加費等について

本企画にのみ申込希望の学生は、年会費、学会参加費は無料です。ただL共伺研究者の指導教員は、入会費、年会費、

大会参加費が必要となります。また共同研究者として一般発表に名前都記載される学生は入会費件 会費}も必要となります。

現在、本学会の学生会員である者(新規に学生会員として入会される学生を含む)はこれまで通りPC(スライトリによるプレ

ゼンテーションとな切ますので年会費、学会参加費をお納め下さい。ただし1℃(スライ浦発表した学生会員も表彰め対象となり

戴

且 申し込み方法:「個人会員入会申請用紙」の推薦者会員名の欄に、」遡 企画塵迦 」と明記して下さい。韮鰭 匿

(その横の都道府県名も)は必要ありません。

3.抄録について=抄 録原稿作成要項を参考にして下さい。

4.締 切 日;平 成幻年9月2口{金}ま で

5.ee表時間:PCの 発表iは発表時間8分 、質疑応答2分 の計10分 です。

ポスター発表は発表時聞君分、質凝応答2分 の計10分 です.

6、授賞内容 最優秀奨励賞数題および奨励賞数題

大会2日 目(13日)11=00頃 に大会受付に掲示します、11:50頃から授賞式(会場は当日通知)を行います。

一4S一



スポーツ整復療法学研究 第13巻 ・窮1号2011年 巳月

ポスター作成方法および掲示方法

①演題名(タイトル)、②所属、③氏名、④ 目的、⑤方法、⑥結果、⑦考察、⑧結語(まとめ)など下記を例に作成し、

学会初 日92Dま でに所定の場所に掲示して下さいa

ポスターの大きさは、縦 鳳㎞x横90㎝ です。大判プリンタを使用しない場合(A3,B4用 紙を複数枚使用するなど)

も以下の図を参考に縦120um>〈 横9〔tmの 範囲内(縦の長さが異なるので注意)でレイアウトして下さい。

演題番号はポスター会場にあらかじめ掲示してあります。指定された演題番号の箇所にポスター(A4,A3,B4な どで

レイアウトしたものも)を掲示して下さい。

④ 目的、⑤方法、⑥

結果、⑦考察、⑧結

語 の順に

離れた揚所からも分

かり易く作成して下

さい

例)右 図参考

演題番号OOOOO

空白に100学 校

oo太 郎、oo花子

舳

1目的】

馳

①題名{タ イ トル)

80ポ イント以上推奨

・②所属

1③ 氏名

50ポ イント前後推奨
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第13回 日本スポーツ整復療法学会大会 演題申込書

平成 年 月 日申込

和文演題

一 一

英文

タイ トル

一

一 一

Keyw。rd8(5個 以 内)

該当する発表分野にO印 を付けて下さい。また、一般研究はa～fの いずれかにO印 を付けて下 さい。

発表分野1.一 ・般研究発表2.特 別講演 ・シンポジウム3.活 動報告4.そ の他
一般研究発表a)整 復療法b)整 復工学 δスポーツ療法学 の原理 ・倫理e)評 価Oそ の他

氏名(下 段 ローマ字) 住所 ・電話 ・F躍G星 一皿囲)

演
者

〒

E・maill

電話;Faxl

共

同

研

究

者

〒

E・皿anl

電話:Faxl

一

一 一

〒

E・m且皿1

電話lFax:

〒

E・1na且:

電 話lFax=

一

一一

〒

E-ma皿=

電話:Fa皿=

1

一 一

〒

E-maH=

電話:Fa拓
一 一

共同研究者が5名 を超える場合は この用紙をコ ピー して追加 して くだ さい。
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日本スポーツ整復療法学会年会費および第13回 学会大会参加費納入のお願い

2011年 度 日本スポーツi整復療法学会年会費納入をお願いするとともに、第13回 学会大会参加予定の

方は大会参加費の納入をお願いいたします。学会年会費および学術大会における参加費、その他の詳細

は以下の通りです。振込の際は内容、金額を確認の上、下記記入例を参考にしてご記入下さい。1枚 の振

込用紙で複数人の納入をされますと混乱を招く原因になりますのでできればお避け下さい。もし、複数入

でご利用の場合は余白にわかるように明記するかメイル等で予めご連絡下さるようお願いいたします。

複数年に渡って年会費を未納されている会員の方は、年会費の金額を訂正の上、ご送金下さるようお

願いいたします。その際、年会費の横に何年分と記入していただけますと助かります。よろしくお願いしま

す。発表者および共同研究者の年会 、大会参加 が未納の場合は発表資格を失います

※大会参加費および懇親会費の事前納入扱いは2011年9月9日(金)ま でとします。以降は大会 当 日扱

いとなりますのでご注意下さい。

一一
事前納入

項 目 正会員 学生会員 備 考

年会費 8、000円 5,000円

大会参加費 3、OOO円 LOOO円 当 日正 会員5,000円 、学生2,000円一一一一一一
懇親会費 4,000円 4,000円 当 日正 会員5,000円 、学生5,000円

寄附金

記入例

各

票
の

張
印
柵

性

」
帖

頼
人
棉

に

お

い
て
こ
記

λ

Oililio

払 込 取 扱
口癌配号 ・■号隠君臼逓且e喧vよ)臨 λLτ くurSv.

57489

'-Vti千 葉 市稲 毛区 弥 生 町1-33

怯 陽

瓢 お崇1な 千 葉 太 郎

,人 ・孟

Lt{i三 剴国臨史電1匪響号043-2se-3776}

¥ili810iOio

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
塙
合
性
、
モ
の
価
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
が
さ
い
.

切
リ
歌
ら
与

い
t
お
出
し
く
畳
さ

い
・

振替払迅請求書兼受領証

星

斎}1

0iOi1
【 ■

10ギ 4
」

屈号

醤号

晋

9 8
ii
L■

4i7i5
ll

茎畳日本λ梱 備 牲
名

金
千1百 十1万,千 百1十1円
匪1 11 ll

.

.

剛
.

囑
額 畢ili80iOiO

」 」

お奪まi
甲
」 蔭

倭

頼

人 干葉 太郎 椙

瑚畳』』轟1
日 耐 印

報

金

円

僅

考

二砿}慢領腔に、大切仁保管Lて く正i』い曲
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「日本 スポー ツ整 復 療 法 学 会 」個 人 会 員 入 会 申請 用 紙

・申込はこの用紙をコピーして必要事項を記入の上、事務局へFAXで 転送して下さい

申請年月日

一 一

(西暦)年 月 日 事務 局FAXIO43-290-3776

会員資格 正会員 ・ 学生会員 都道府県名

ふりがな

氏 名
印

郵便物送付先にOを 付ける

自宅 勤務先

生年月日 (西暦)年 月 日生

勤務先名

一 一

勤務先住所

〒

一一

1

電 話 lF酬
I

E-man

一一一 一一 一 一

自宅住所

〒

一

一一一

II電 話
lF越一

E-m訓

一一 一

職業分野・免許

O印 を付ける

…柔道整復師 鍼師 灸師 マッサージ師 理学療法士 カイロプラクター
1
大学教師 専門学校教師 医師 大学院生 学部生 専門学校生

その他()

所属職能団体

0印 を付ける

一 一 一

日整JBNSK全 国柔整師会 医師会JATAC大 学 学生

専門学校生 研究所 その他()1
一 一

所属学会

一

…

学 歴
高 校:大 学:

専門学校等1

推薦者会員名 i印 都道府県名

※(正 会員・学生会員ともに、申請時は推薦者として正会員1名 の推蒲 が必要)

正会員=入 会金2,000円 、年会費8,000円 学生会員1入 会金O円 、年会費5,000円

下記にお振込下さい。

郵便振替番号:00110-4-98475口 座名義:日 本スポーツ整復療法学会
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「スポーツ整復療法学研究」寄稿規約

1.ス ポーツ整復療法学研究は、日本スポーツ整復療法学会の機関誌で、f総説」f原著論文」「症例研 究」

「研究資料」「浩動報告」「教育講座」「学会通信」「会員動向」等を掲載する.

2.本 誌への寄稿は原則として、共著者を含めて日本スポーツ整復療法学会正会員に限るe内 容はスポーツ

整復療法学の研究領域 における「総説」「原著論文」「症例研究」「研究資料」および 「活動報告ユで、未発

表で完結したものに限る。

3.論 文等を寄稿する際はf執筆要領」に従って作成する。

4.「総説」、「原 著論文」、「症例研究」、「研 究資料」および「活動報告jの掲載に際し、その採否、修正の要求、

掲載順位の指定および校正(初校は著者〉などは編集委員会渉行い、編集委員長名で著者に連絡する。

5.投 稿原稿は書留便で、封筒の表に「スポーツ整復療法学研究投稿原稿」と朱書し、オリジナル1部 とコピ

ー3部(図 表を含む〉を学会事務局宛に送る。掲載が決定した後に、最終原稿を入力したプロvピーディス

久3.5イ ンチもしくはCDを 用い、TXT形 式で保存)を提 出する。提出原稿等は原則として返却しないe

6.寄 稿に際し、総 説」「原著論文」および「症例研究iは1万 円、「活動報告」および「研究資料」は5千 円を

審査料として学会事務局の郵便振込 口座に振り込み、振込用紙のコピーを同封する。振込用紙には必ず

内訳を記入する。

7.同 時に 誌綴じ込 用紙 「躰文 認 に必要事項を記入しFaxに て送 寸するか ホーム・〈一一ジ

「各種申請 から 「払文投 認 を入手 し.・ ブ イルとしてメイル送信 る

8.別 刷は30部 までを無料とし、それ以上は著者の負担とする。

「執筆要領」

A「 総 説」 「原 著論 文i「 症例研 究」および 「研 究資料 」

1.「総説 」「原著論 文j「症 例研 究」およびf研 究 資料」は図表を含めて刷 り上 がり8ne・一ジ以 内を原 則 とする。

超過 したべ一ジにっいては著者負 担とす る(料金 は別 に定める)。

2.原 稿 は必 ずワー ドプロセッサーを用 いて、新 かな使 い 、常用漠 字 を用 いて、A4版 用紙 に横 書き印 刷するe

3.外 国語言 語 は欧文フォントを使 用す る。ただし、日本 語化 した語 はカタカナ標 記(全 角)を使 用 してもよい。

数字 は算用 数字 、単位 符 号は原則 としてCGS単 位を用 い、mM,sec,cm,ml,μgな どとするe圧 の単位 は

mmHgを 用い てもよい。

4.図(写 真)表 は必要最 低 限にとどめ、A4版 用紙 に各1枚 に収載 し.番 号{例=Table.1,Fig.1、 または表1、 図

Dと タイトルを付 け、且つ 英文 併記が望 ましい。図{写 真)表 の挿 入場所 を本 文原 稿 の余 白に朱 書きする。

なお、製版 が不適 当と認 められ る図表 は書き変えることがある。その際の実 費は著者 負担 とす る。

5.和 文論文原稿 の形 式は以 下の 順に従 う。

a)原 稿の第1ペ ー ジに 「表題 」「著者名 」「所属 名 」「キーワー ド5個 以 内」「原稿 の種類1「別刷 請求部数 」

「連絡 先1住 所 、氏名 、電話FAX番 号、E-m且i1」等を記載する。

b)本 文は 目的(緒 言)、方法 、結 果 、考察 、結論 、引用 文献および 図表(写 真}の 順とし、印刷 はf10ポ イン

ト、23文 字X38行 の2段 組 み 、総 文字数1748宇 」程度で行 う。改行 は冒1頭1字 を下げる。

6.和 文原 稿 には英 文のタイトル.著 者 名 、所 属名 、キー ワー ドを必ず っける。また、英 文抄録(400語 以 内)を

つけることが望ましい。英 文は専 門家のチェックを必ず 受 けること。

7.英 文原稿 には原則 として、.ヒ記 に準 じ、和 文抄録をつ けるc
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8.引 用 文献は主 要 なものに限 り30編 以 内とする(総説 の場 合は制限 なし)。文献 は本 文の引用順 に引 用番号

を付 し(半角片カッコ内 に半角数 字で記入 する。例=片 岡 ら1)に よれ ば ■・)、引用 番 号順 に記載 する。

a)雑誌の場 合 は、全 著者名 、年号 、表 題 、雑 誌名 、巻数 、頁一一頁の1頂に記す。

1)佐 野裕 司 、白石 聖 、片岡 幸雄(1998)背 側 筋 群 の強化を 目的とした体幹 筋 運動 が腰 筋 の圧 痛 に及

ぼす 効果 、柔道 整 復 ・接骨 医学7{1):3-12

2)Kataoka,K.,Sano,y.,Imano,H.,Tokioka,J,andAkutsu,K.(1993)Changesinbloodpressureduring

walkingintheelderlypersonswithhypertensien,Chiba』ournalofPhysiealEducation、17=33-38

b}単行 本 は全 著者名 、発 行年 、標 題 、書名 、編集 者 名 、版数 、発 行所 、発 行地 、引用 頁の順 に記 す。

1)熊 谷秋 三=誤 った運動 法{1993)健 康 と運 動の科学 、九州 大学 編 、初版 、大修 館書 店 、東 京:209-211

2)ExpertCommitteeofHealthStatistics(1995>ReportoftheSecondSession,WHOTechnical

R巳portS∈}ries,25

B「 活 動報 告 」

図表 写真 を含め2ペ ー ジ(400字 原 稿 用紙8枚)以 内 を原 則 と し、上記 の執 筆要 領 に準 じて作成

す る。

事務局ホームページ紹介

以下 のア ドレスに て 日本 スポー ツ整 復 療法 学会 に関 す る情 報 を提供 してい ます。 是非 、 ご利 用下

さい。 ア ド1ノスhttp:11www.e.chib且 ・u.jp1一皿shigejVJSSPOTH/JSSPOT[HP.html

情報項目

学会会則1

1

役員一覧
一

本部・支部

分科会 一

入会手続き

学会大会 一

学術研修会一一

研究助成
一

共同プロジェクト

スポーツ整復療法学研究

寄稿規定・執筆要領

投稿論文審査経過

変更・連絡

会員HP紹 介

各種申請書類
一

主なリンク先

各種 申請書類(Word・PDF)一 一
個人会員入会申請用紙

賛助会員入会申請用紙 一

購読会員入会申請用紙
1

演題登録用紙(毎年使用可)1

論文投稿確認書
一

専門分科会登録用紙一一
研究助成申請書

一一

共同研究プロジニクト申請書

住所・氏名・退会等変更連絡用紙
一 一一

ダウンロードしてお使い下さい。

←会員の皆様のHPを 紹介しています。多くの方のリンクお願いします。
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スポーッ整復療法学研究 第13巻 ・第t号20斜 年S月

「スポー ツ整 復 療 法学研 究 」論 文 投 稿 確 認 書

・申込はこの用紙をコピーして必要事項を記入の上、事務局へFAXも しくは添付ファイルで転送して下さい

投稿年月日(西暦) 年 月 日(投稿者記入)

論 文タイトル

{日本語)

論文タイトル

{英 語)

分 野

(審査希望分野〉

a)整復療法

Oそ の他(

b)整復 工学 。)スポーツ療法学 d)原 理 ・倫理

)

e)評価

投稿者氏名
会員確認(該 当項 目にOを 付 ける)

・会 員 ・入会手続き中

1

所 属

連絡先

(資料送付先)

〒 一

電 話 1咽
E-maiI

共同研究者

(不足の場合

は別紙に書き

加えて下さい)

氏名 所属 会員確認

・会員 ・入会手続き中

・会員 ・入会手続き中

・会員 ・入会手続き中

・会員 ・入会手続き中

・会員 ・入会手続き中

・会員 ・入会手続き中

別刷部数 部(30部 までは無料、学会負担)

送付資料確認

・原 稿3部{コ1ピ ー 可)

・投稿料 振込確 認(コ ピー 可)

・その他 、 同封 した物 が あれ ば記入 下 さい。
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スポーツ整復療渣学研究 第13巻 ・第1号2e11年8月

日本スポーツ整復療法学会専門分科会登録のお知らせ

人体に対する整復療法術の基本を人体各部位別療法と全身的療法との有機的連携の視点にたち人間の総合

的回復を目的とする学際的研究の確立を目的として、下記の研究部会が設立しております。各会員少なくとも1つ以

上の部会に登録し、活発な活動を行うことを期待します.な お部会の登録数はいくつでも良いが、部会毎に通信費

等がかかります。

L研 究部会

A.部 位 別研 究部 会

1)スポー・ツ・ショルダー部 会

2)スポ ーツ・エルボ ー部会

3}スポーツ・リスト部会

4}スポー ツ・バ ッケイク部会

5)スポー ツ・ニー部 会

6}スポ・一ッ'ポ ダィアトリー 部会

7)スポー ツ・カイロ部 会

部 会 長=田 邊 美 彦(タ ナ ベ 整 骨 院}

〒563・0032池 田 市 石 橋2-14-11

TEL:072-761・5084・FAX=072-761-5084

E・mai1:meibutanabe@wombat.zaq.ne.jp

部 会 長=渋 谷 権 司(渋 谷 接 骨 院}

〒lg6・002S東 京 都 昭 島 市 朝 日町S-7・36

TEL:042-543-0984

E・mat1:shib皿ya@river.sannet.ne.jp

部 会 長:岩 本 芳 照(岩 本 接 骨 院)

〒651-2117神 戸 市 西 区 北 別 府2'2-3

TEL&FAX:07S-974-7555

Eシmais=yiwam{茸o@osk3・3web・ne・jp

部 会長=西 條 義 明(墨 坂 整骨 院}

〒3S2-eo98須 坂 市墨坂 南2-8-35

TI…L&FAX:026-24&3163

E-mail=SUinisakaseikotuin@stvvnet・home・ne・jp

部 会 長=草 場 義 昭{草 場 整 骨 院)

〒838-0128福 岡 県 小 郡 市 稲 吉1372'l

TEL:0942-72-93S2FAX=0942-73-0333

E-mai1:yoshialci@mocha.ocn.ne.jp

部 会 長=入 澤 正(初 石 接 骨 院)

〒2700121千 葉 県 流 山 市 西 初 石4474-1

TEL=0471・54・ISO3FAX=0471-54・1503

E-mail:iTisawa@而apl¢.ocn・ne.jp

部 会 長=浮 須 裕 美 〒1660000東 京 都 練 馬 区 春 日町5-33-33・201

TEL=03-3577-3576FAX=

E-mai1:yumiukisuchiTO@hotmail.com
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スポーツ整復療法学研究 第13巻 ・第1号2011年S月

B基 礎研究部会

1)スポーツ整復工学部会

2)スポーツ療法科学部会

3>スポーツ社会心理療法学部会

部 会 長:岡 本 武 昌{明 治 鍼 灸 大 学)

〒629-0392京 都 府 南 丹 市 日吉 町(大 学)

TEL(自)=06-6643-2SISFAX=06-6647-5S78

E-mail:。kamoto-jsspo@iris.eonet.ne.jp

部 会 岳 片 岡 幸 雄 〔宝塚 医療 大 学}

〒666-0162兵 庫 県 宝塚 市 花屋 敷 緑 ガ丘1

TEL=072-7「36-S600

E-mail:itsu-tenrrin@tumh.ac.jp

部 会 長:

〒

TEL:

E-mai1:

4)アスレチックトレーナー実践学部会 部会長:原 和正{原整骨院}

5)スポーツ栄養学部会

〒381-0083長 野 県 長 野 市 西 三 才1367・3

TEL&FAX:026-295・3302

E・mai1:kaz[LfUnc.2326pr・@・nyx.ocn.ne.jp

部 会 長:村 松 成 司(千 葉 大 学 教 育 学 部 スポー ツ科 学 課 程)

〒263-S522千 葉 県 千 葉 市 稲 毛 区弥 生 町1-33

TEL&FAX=043-2ge・3776

E-rnai1二mshigeji@faculty.chiba-u.jp

2.活動内容

1)学術大会においてシンポジウムを開催する。

2)学術大会における一般発表および共同研究発表を促進する。

3)研究部会に関連した研修会、講演会を開催する。(開催に際しては必ず学会事務局に連絡のこと)

4)内外の関連学会との連携および情報の収集を促進する。

5}その他、研究部会に関連する事項である。

3会 費

1)各部会は通信費として1人 あたり年間1000円 程度を徴収する。研修会等における会費は別途徴収する。

4.登録方法

1>登録用紙に必要事項を記入の上、部会長に提出する。

2)登録用紙は学会のホームページより印刷することができます。

学会ホームページアドレスhttp://www.e.chiba-u.jp/・-mshigeji!JSSPOTHIJSSPOTHP.htm1
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スポーツ整復療法学研究 第13巻 ・第1号20t1年8月

「日本スポーツ整 復療 法 学会 」専 門分科会 登録用 紙

・申込はこの用紙をコピーして必要事項を記入の上、事務局へFAXで 転送Lて 下さい

・正会員 ・学生会員 ・賛助会員 申請年月日(西暦)年 月 日

ふり溺な

氏 名

一

印

一一 一一一

郵便物送付先にOを 付ける

自宅 勤務先

生年月日 (西暦)年 月 日生
一

勤務先名

一 一

勤務先住所

一

〒

一一一 一

電 話

一1
F献1一

一

E-mailI
1

1

自宅住所

〒

一一 一 一 一

電 話 FAX

E-mail
一

所属希望部会

O印 を付ける

・ショルダー(肩)部 会 ・エルボー(肘)部 会 ・リス ト{手 首)部 会

・バ ッケイク 倣 痛)部 会 ・ニー{膝)部 会 ・ポダイア トリー(足 病)部 会

・カイロ(脊 柱)部 会 ・スポーツ整復工学部会 ・スポーツ療法科学部会

・スポーツ社会心理療法学部 ・アスレチック トレーナー実践学部会

・スポーツ栄養学部会

職業分野・免

許に0印 を付

ける

一 一一一

柔道整復師 鍼師 灸師 マッサー・ジ師 理学療法士 カイロプラクター

大学教師 専門学校教師 医師 大学院生 学部生 専門学校生
1

その他()
i

所属職能団体

O印 を付ける

一

日整JBNSK全 国柔整師会 医師会JATAC大 学 学生

専門学校生 研究所 その他()

所属学会

一 一一一 一

学 歴
専門学校名二

大学名:
一一

登録年 月 日{西 暦)

一一59一
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ズポーツ整復療法学研究 第13巻 ・第1号2011年 日月 定 款

日本スポーツ整復療法学会定款

第1条

条

条

ワ
リ

ヨ

第

第

第4条

第5条

第6条

第7条

第8条

平成11年5月1日 施行

平成12年10月3⑪ 日改訂

平成15年IO月18日 改言丁

平成19年10月21日 改訂

第1章 総 則

本会は日本スポーツ整復療法学会という。英文名を'lheJapaneseSocietyofSportSciencesandOsteopa由ic

Therapy(略称JSSPOT)と する、

本会は事務局を理事長の所在地に置く。

本会は評議員会の審議を経て理事会および総会の議決により支部を置く。

第2章 目的および事業

本会はスポーツ医科学.柔 道整復学および関連諸科学に関する学際的研究とそれらの情報交換を行い、ス

ポーツ整復療法学の構築ならびにその発展を図ることを目的とする。

本会は目的を達成するために次の事業を行う。

1)研究発表会ならびに学術講演会等の開催

2)学会誌ならびに学術図書等の刊行

3)内外の関連学会との交流

のその他目的を達成するための必要な事業

第3章 会 員

本会の会員は次のとおりとする。

1)正会員社会人であってスポーツ整復療法に学問的関心癒持っ個人

幻学生会員学生であってスポーツ整復療法に学問的関心を持つ個人

3)賛助会員本会の事業に賛助する法人

の講読会員ヌポーツ整復療法学研究の講読のみを希望する個人および法人

本会に正会員として入会しようとする者は正会員1名 の推薦を得て会長宛に入会申込書を提出し理事会の

承認を得ることとする。但し、学生会員の入会は正会員1名 の推薦でよいものとする。

会員は以下に定めた入会金および年会費の支払いを義務とする。

入会金

年会費

1)正会員

2)学生会員

3)賛助会員

4)講読会員

D正 会員

2)学生会員

3)賛助会員

4)講読会員

200e円

0円

2000円

e円

8000円

5000円

一口8000円(何 口でも可)

8000円

・-60一



スポ・一ツ整復療法学研究 第t3巻 ・筆1号20tt年8月 定 款

第9条

第10条

会員が退会しようとするときは、退会届を会長宛に提出しなければならない。

会員が次の各項に該当するときは会長は理事会の議決を経て除名することができる。

1)本会の名誉を著しく傷つけ本会の 目的に違反する行為hSあったとき

2)本会の会員としての義務を怠ったとき

第4章 役員、評議員、顧問および相談役

「役員」

第11条 本会に次の役員を置く。

1>会長1名 、副会長2名 、理事長1名 および理事を含め20名 以内

2)監事2名

3}上記の役員の他、会長は若干の役員を指名することができる。

第12条 役員の選出および承認は下記のとおりとする。

1)役員は立候補により正会員の中から選出する。

2)会長、副会長および理事長は理事の中から互選し総会で承認されなければならない。

3)選出細則は別に定める。

第13条 役員の業務は下記のとおりとす哉

1}会長は本会の業務を総理し本会を代表する。

2)副会長は会長を補佐し会長ns欠けたときその職務を代行する。

3)理事長は理事会を代表する。

分理事 ま理事会を組織し、本会の定款に定められた亭項等を議決し執行する。

5}監事は本会の業務および財産管理の業務の監査を行う。

第14条 役員の任期は3年 とし再選を妨げない。役員の退任に伴う後任役員の任期は現任者の残缶期間とする

第15条 役員力{下記の項目に該当するとき、理事会の4分 の3以 上の議決icよりこれを解任すること那できる。

1)心身の故障のため職務の執行に耐えられないと認められるとき

2)役員としてふさわしくないと認められるとき

第16条 役員は無給とする。

「評議員」

第17条 本会に評議員50名 以内を置く。

第18条 評議員は北海道地区、東北地区、関東地区、北信越地区、東海地区、関西地区、中国・四国地区および九州

地区から比例配分数を投票により選出し総会で承認する。なお選出細則は別に定める。

第19条 評議員は評議員会を組繊し、本会の定款に定める事項の他、理事会の諮問に応じ審議し助言する。

第20条 評議員はag14条 、第15条 および第16条 を準用する。

「顧問および相談役」

第21条 本会に顧問および相談般を置くことができる。理事会の議決を経て会長が委嘱する。

第5章 会 議

「理事会」

第22条 理事会は毎年2回 会長が召集する。但し理事の3分 の1以 上から開催を請求されたとき、または理事長が必
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スポーツ整復療法学研究 第13巻 ・第1号2011年8月 定 款

要と認めたときはこの限りでない。理事会の議長は理事長とする。

2)理事会は定数の3分 の2以 上の出席がなければ開催し議決することはできない。ただし委任状をもって出

席とみなす。

3)議決は出席者の過半数とL、可否同数のときは議長が決定する。

第23条 理事会は各種委員会を設置することができる。

「評議員会」

第24条 評議員会は毎年i回 会長が召集する。但し会長が必要と認めたときはこの限りでない。評議員会の議長は評

議員の互選とする。

2)評議員会は定数の2分 の1以 上の出席がなければ開催し議決することはできない。但し委任状をもって出

席とみなす。

3)議決は出席者の過半数とし、可否同数のときは議長浴決定する。

「総会1

第25条 総会は正会員で構成し、毎年1回 会長が召集する。但し正会員の3分 の1以 上から開催を請求されたときま

たは会長が必要と認めたときはこの限りでない。総会の議長は正会員の互選とする。

2)総会は定数の10分 の1以 上の出席がなければ開催し議決することはできない。但し委任状をもって出席と

みなす。

3)議決は出席者の過半数とし、可否同数のときは議長が決定するe

第26条 総会は次の事項を議決する。

1)事業計画および収支予算

2)事業報告および収支決算

3)財産 目録および貸借対照表

のその他必要事項

第6章 資産および会計

第27条 本会の資産は次のとおりとする。

1)入会金および年会費

2)寄付金

3)その他の収入

第28条 本会の会計年度は毎年4.月1日 から翌年3月31日 までとする。

第7章 定款の変更

第29条 本会の定款の変更は評議員会の審議を経て、理事会および総会のそれぞれ4分 の3以 上の議決を経なけ

ればならない。

第8章 補 足

第30条 本会の定款の施行細則は評議員会の審議を経て理事会および総会の議決を経なければならない。

付 則

第4章の規定にかかわらず、本会の設立当初の役員および評議員の任期は平成13年3A31日 までとする。本会

の定款は平成11年5月1日 より施行するa
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スポーッ整復療法学研究 第13巻 ・第1号2011年8月

「日本スポーツ整復療法学会」連絡用紙

・本学会会員の変更・退会等の連絡はこの用紙をコピーしてお使い下さい。

・氏名 ・都道府 県名は必ずご記入下さい.そ の他の記入は変更事項のみで結構です.

・事務局へはFAXに てこ転送下さい
。 事務局FAX:043-2ge-3776

※変更届がなされない場合は重要な連絡ができないこともありますので、よろしくお願いします,

①必ずご記入下さい。都道府県、会員資格、氏名、郵便物送付先変更はこの欄のみで結構です。

都道府県名 会員資格

一 一

正会員・賛助会員・学生会員
一 一一一

ふりがな

氏 名

一

郵便物送付先にOを 付ける

1自 宅 勤務先

②以下、該当する箇所に変更される内容をご記入下さい

勤務先名

一 一一

勤務先住所

〒

一 一

電 話 lF副
E一皿an

一 一一

自宅住所

1

一

〒

一

1電 話1
一

1F催 丁

一一

E-mail

職業分野・免許

変更

○印を付ける

柔道整復師

大学教師

その他(

鍼師 灸師

専門学校教師 医師

)

マツサージ師

大学院生

理学療法士

学部生

カイロプラクター

専門学校生

所属職能団体
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薩 後記1

未曾有の東北大震災を経験 して日本という国と日本人の心溺大きく変わっていくように思える。戦後、経済的

繁栄を追い求めそれが豊かで近代的生活を思い込み、自然との調和を忘れ、未来を見据えて確かに生きる知

恵を繋ぐ努力を怠ってきたように思えるのである。歴史を謙虚に学び、将来を見据える能力と努力が薄れかけて

いる。生きるための 自然との調和や人と人との共生など、歴史を振り返って大切な知恵を伝承しなければならな

いとつくづく想うこの頃である.翻 って、長い伝統のなかで継承されてきた医療はひとの健康の維持や傷害の修

復 にどのような役割を担ってきたのであろうか。災害時 に活躍する多くの柔道整復師の面々を見るにつけ長い

伝統を誇る整復術もこれからもきっと多くの人々の幸せに貢献できるであろうと願う。しかしな力泌 整復療法技術

の進歩、教育制度の改革並びに学術研究の促進は今や待ったなしの命題なのである。本学会もその一旦を担

うことができれ,ばと切に願う。

(編集委員 片岡幸雄)

編 集 委 員 会

増原光彦(委 員長)
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